
・
ノ

⑳開業マイレールほくほく線

特
集
（
シ
リ
ー
ズ
㎞
3
）
ほ
く
ほ
く
線
開
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
週
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

（
記
録
）

町』

磯
・

紳



　　　　　　　　　線　　　　　　　　　く　　　　　　　　ま　　　　　　　　σ　　　　　　　く　　　　　　　ま　　　　　　レl　　　　　　J　　　　　一　　　　　レ　　　　イ　　　マ　開業⑫

　3月22日（土）、沿線の夢と期待を乗せて「ほくほく線」

が開業。市報とおかまちでは、2月25日号から3回シ

リーズで「ほくほく線」の特集を掲載してきました。

最終回となった今回は、8日（土）・9日（日）に行われた「沿

線住民対象の列車試乗会」、15日（土）・16日（日）に行われた

金沢・富山・高岡駅での観光キャラバン、20日（春分

の日）～23日（日）に行われた開業記念事業・開業まつり

の様子を写真を中心にまとめてお知らせします。

東
京
へ
家
族
旅
行
を

　
相
場
豊
隆
さ
ん
一
家
（
高
田
町
）

私
は
市
内
の
病
院
勤
務
、
妻
は
糸

魚
川
市
の
病
院
勤
務
で
す
。
私
の
場

合
は
、
東
京
な
ど
の
学
会
に
出
か
け

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の
点
便
利

に
な
り
ま
す
ね
。
妻
は
車
通
勤
し
て

い
る
の
で
、
今
度
は
安
全
で
便
利
な

「
ほ
く
ほ
く
線
」
通
勤
に
し
ま
す
。

冬
場
は
特
に
助
か
り
ま
す
。

今
回
は
家
族
そ
ろ
っ
て
試
乗
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
る
の
に
ゆ
れ
も
少
な
く
、
乗
り
心

地
は
満
点
で
し
た
。
子
供
た
ち
も
早

く
「
は
く
た
か
号
」
に
乗
り
た
い
と

い
っ
て
い
ま
す
の
で
、
東
京
へ
の
家

族
旅
行
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

毒
　
　
　
　
　
興

：＝

‘

地域の発展は
住民の利用が第一歩
　　　　　　まさえ
　　　　中町正兄さん（下山）

　雪まつりの公開試乗会で座席

に座ってみて、早く乗ってみた

くて、いてもたってもいられま

せんでした。乗車することがで

きてとても喜んでいます。乗り

心地は期待以上で、すばらしい

ものだと思います。景色も車両

のすばらしさに負けないほど、

きれいだと感じました。

　ほくほく線が、沿線地域の発

展の礎になってほしいと思いま

す。そのためには私たち沿線住

民が利用することが大切です。

東京、北陸が時間的に短くなり、

気分的にも身近になりました。

ぜひ、ほくほく線を利用して金

沢や能登に足を運んでみたいと

思います。

　．　　灘熱．灘騨・

誕籍叢懲・、響蓬鯛謹藻繭灘灘，翻

雛撚

鼎
　
、

鍵
灘

　　難議灘
繋
畿
、

　
ち
お
ち
ヤ灘

雛
灘
鑛

乗り心地は
　　　新幹線並みです

　佐藤幸子さん（四日町新田1）

　乗り心地は、上越新幹線並み

に揺れが少ないと思いました。

トンネルが多いと聞いていまし

たが、本当に多いんですね。ま

るで地下鉄に乗っているような

錯覚に陥ります。でも、トンネ

ルの切れ目に表れる外の景色は、

ぱっと明るく広がり、とっても

きれいですね。

　今日は子供を連れて参加しま

した。途中の駅もそれぞれ趣向

を凝らしていて、ユニークだと

思います。駅のデザインだけで

なく、これからは、地域ごとに

いろいろなイベントを行うなど

して、飯山線とほくほく線両方

の利用者の増加に結びつけてい

く努力が必要だと思います。

薦腿
■

霧

藝

　
鐘
　
欝
・
灘

翼

薯
『

鱒鱒輔

震
新
潟
方
面
へ
も
便
利
に

・
中
島
和
彦
さ
ん
一
家
（
学
校
町
2
）

　
市
内
の
銀
行
勤
務
で
す
。
新
潟
方

　
面
へ
出
張
が
多
い
の
で
す
が
、
今
度

　
は
「
ほ
く
ほ
く
線
」
で
湯
沢
ま
で
出

　
て
、
新
幹
線
で
新
潟
へ
行
け
ま
す
。

　
帰
り
も
最
終
の
新
幹
線
を
利
用
し
て
、

　
湯
沢
経
由
で
十
日
町
に
帰
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。
乗
換
え
の
回
数
も
今
ま

　
で
よ
り
1
回
減
り
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん

　
と
便
利
に
な
り
ま
す
ね
。

　
家
族
そ
ろ
っ
て
乗
ら
せ
て
も
ら
い

・
ま
し
た
。
在
来
線
に
比
較
し
て
ゆ
れ

　
が
少
な
い
で
す
ね
。
子
供
た
ち
も
大

　
喜
び
。
「
ほ
く
ほ
く
線
」
を
利
用
し
た

　
家
族
旅
行
を
計
画
し
ま
す
。

鼓

灘

2
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北
越
北
線
開
業
記
念
実
行

委
員
会
と
十
日
町
市
観
光
協

会
で
は
3
月
1
5
日
㈹
∵
1
6
日

㈲
、
金
沢
・
富
山
・
高
岡
駅

で
「
ほ
く
ほ
く
線
」
開
業
P

・
R
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
「
ほ
く
ほ
く
線
」

の
開
業
を
機
会
に
、
比
較
的

馴
染
み
の
薄
か
っ
た
北
陸
地

区
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
、

開
業
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る

と
と
も
に
、
十
日
町
市
・
妻

有
郷
へ
の
誘
客
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　
1
5
日
は
、
金
沢
駅
で
十
日
町
市
舞

踊
協
会
の
皆
さ
ん
が
「
雪
ま
つ
り
音

頭
」
「
十
日
町
小
唄
」
な
ど
を
2
回
に

わ
た
っ
て
披
露
。
ま
た
、
1
6
日
に
は

富
山
駅
と
高
岡
駅
で
新
保
広
大
寺
節

保
存
会
の
皆
さ
ん
が
「
新
保
広
大
寺

節
」
を
、
ミ
ス
雪
ま
つ
り
が
駅
長
室

へ
の
表
敬
訪
問
と
駅
構
内
で
の
観
光

P
R
を
行
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
一
度
、

十
日
町
市
を
訪
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
高

【
正
谷
さ
ん
】
実
を
い
う
と
十
日
町

市
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
最

近
テ
レ
ビ
な
ど
に
出
て
く
る
の
で
知

り
ま
し
た
。
娘
が
東
京
に
い
る
の
で
、

結
構
東
京
に
出
か
け
る
機
会
が
あ
る

ん
で
す
よ
。
今
度
は
「
ほ
く
ほ
く
線
」

を
利
用
し
ま
す
。
そ
し
て
、
十
日
町

に
も
ぜ
ひ
一
度
降
り
た
い
で
す
。

【
高
崎
さ
ん
】
私
た
ち
年
に
2
～
3

回
金
沢
で
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る

ん
で
す
。
私
は
日
舞
が
好
き
な
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
二
人
で
十
日
町
を
訪
れ
、

着
物
を
見
た
り
買
っ
た
り
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
午
前
1
0
時
、
東
側
入
り
口
で
本
田

市
長
ら
5
人
が
、
西
側
入
り
口
で
尾

身
県
議
ら
5
人
が
同
時
に
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
。
続
い
て
市
民
多
数
と
渡
り
初

め
を
し
、
通
路
中
央
で
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
し
た
1
0
人
が
握
手
を
し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
本
田
市
長
が

「
と
か
く
暗
く
汚
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ

る
地
下
道
を
、
市
芸
術
協
会
の
皆
さ

ん
の
壁
画
で
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
2
か

所
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
設
置
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
壁

画
制
作
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
市
芸

術
協
会
員
7
人
に
、
本
田
市
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
路
の
延
長
は
1
3
5
・
9
m
、

幅
員
4
m
、
高
さ
3
m
で
総
事
業
費

10

億
8
千
万
円
が
投
じ
ら
れ
ま
し
た
。

懇　
午
後
6
時
か
ら
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

で
、
市
民
の
関
係
者
や
来
賓
2
5
0

人
が
参
加
し
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
田
市
長
が
「
目
的
は
鉄
道
を

造
る
こ
と
で
は
な
く
、
利
用
し
て
地

　
　
い

域
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
来
賓
の
白
川
自

治
大
臣
が
「
努
力
す
れ
ば
願
い
は
実

現
す
る
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ネ
バ

ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
の
精
神
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
ス
ー
パ
ー
特
急
「
は
く

　
　
　
　
み
こ
し

た
か
」
の
神
輿
が
会
場
内
を
一
周
、

明
朝
に
せ
ま
っ
た
開
通
へ
の
思
い
を

一
段
と
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
姉
妹

都
市
コ
モ
市
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ

ス
カ
協
会
ボ
ル
ド
ー
リ
会
長
か
ら
、

十
日
町
市
民
に
宛
て
た
お
祝
い
メ
ッ

セ
ー
シ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

平成9年3月25日号3



⑭開業マイ匪ル駅ほく線

←3月22日㈲

　しゅん功開業式・祝賀会
塩田鉄遵建設公団総裁、国会議員、県知事、

県議会議員、沿線南町村長ら、関係者600入

が参集。

、
一
美
紬
購
÷

3月22日㈹　　　　　　　　　→
バレード（JR＋日町駅～クロ照o）

白川自治大臣、本田市長、ミス十Eヨ町雪まつ

り（山川美香さん）がそろってオーブンカー

に乗り、パレード。

‘5

　　　　　　　ま　　　　　　禿　　　　　蓮　　　　様　　　　置　　　お　　琶　音罐膠
』

∫三
駿
麟
難
董

ガ撹

ま
謬
森
験

墨璽

雪像蔦鐙喬そび広場

ー
ー
ー
慧
灘
鯉
、

．1撫　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚簸輝雛嚢隔瞬

を表現毒

4



⑫開業マイレールほくほく線

鉾
監

縷 難

鐵
　
轟
瀬
　
　
灘

　
灘
　
　
離

、，璽．難錨、、…懸灘顧

黙

c畠

蝿　雛

’謝

薗薩難灘露舞

到蔦電評妻嘱ラ量バ影ド爵歓許

、、募篶，

　営業開発室がスタート
～沿線地域と“体となった営業戦略展開～

　「ほくほく線」開業の前日、十日町駅舎内

に看板が掲げられ、北越急行㈱の営業開発室

が正式にスタートしました。スタッフは山崎

室長（写真右）、島田係長、今井主任（写真左）

の3人です。

　営業開発室は地域の観光開発や振興に役立

つあらゆることを地域と一体になって行いま

す。具体的には、「ほくほく線」を利用した旅

行商晶企画やおみやげ品の開発などが上げら

れます。すでに20コースほどの旅行商晶企画

が作られていて、その中には「きものまつり」

に合わせて売り出される「えちごぬくもり山

菜塾・十日町コース」なども入っています．

　今後は、「ほくほく線」の利用促進と、沿線

地域にいかに人を降ろすかを真剣に考えなけ

ればなりません。した溺って、営業開発室と

沿線地域が一体となった議論がますます重要

になってきます◎

継　
　
縣

Σ』剛一一『『『『『『吻』刷『N喫　　　　　曜　膿　齢

　　

麟
嚇

5　　平成9年3月25臼号



お
知
ら
慧
し
ま
猿
．
9
奪
度
著
難

　
　
　
　
　
　
　
　
総
額
翻
億
6
．
7
8
0
万
円
律
議
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
籔
年
獲
予
算
が
、
3
凋
定
例
市
議
糞
驚
議
決
毒
義
議
獲
灌
。
一
般
会
計
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
別
会
計
を
響
わ
せ
た
予
算
総
額
ぽ
2
3
9
億
6
．
ヌ
3
懸
万
円
耀
．
前
年
比
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
億
2
．
4
籔
籔
万
円
．
0
・
縁
％
の
微
蟻
老
な
璽
ま
磁
澹
。
ま
泥
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
昭
和
麗
薙
度
予
算
以
来
の
驚
隷
羨
鱗
雛
算
逡
癒
鰻
ま
じ
た
。
6
ペ
ー
ジ
か
ら
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ー
撃
鵜
覇
だ
っ
て
9
年
度
藁
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

6

一
般
会
計
昨
億
1
。
0
0
0
万
円

　
　
　
　
　
　
1

特
別
会
計
鯉
億
5
、
7
3
0
万
円

　
　
　
　
　
　
　
1

禰
繍
瓢
懸

　
　
　
△

禰
蘂
翻
羅

健

億
億
億
億

水事業

一・一2億

　
業
道
　
　
健
落

水
道
保
集

易
水
簡
下
　
　
農

億
億

億

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
の
概
要

　
平
成
9
年
度
予
算
は
、
長
期
発
展
計
画
に
掲
げ
羅
市
の
将
来
像
「
交

　
　
　
　
　
　
　
ぱ

流
を
通
じ
若
者
購
活
き
づ
く
産
業
文
化
都
市
」
に
墓
づ
き
、
「
交
流
人

嬉
の
増
蜘
墜
糊
強
い
ま
ち
・
人
に
や
さ
し
ぬ
ま
ち
瞳
．
蓼
く
り
を
進
め
る

た
め
の
施
策
を
中
心
に
、
苦
し
い
財
源
の
中
癒
編
成
さ
れ
ま
し
㌧
．
。

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
1
8
7
億
1
、
0
0
0
万
円
で
、
前
年

比
2
億
5
、
7
◎
0
万
円
、
率
に
し
て
ー
・
4
％
の
減
で
m
年
振
り

の
マ
イ
ナ
ス
予
算
に
な
り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ス
予
算
に
な
っ
た
大
き

な
要
因
と
し
て
は
、
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業
な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
終
了
し
、
そ
れ
に
繹
う
歳
出
予
算
が
減
っ
た
た
め
で
す
。

【
歳
　
入
】

　
市
税
は
、
娼
億
3
2
9
万
円
（
前
年
比
4
・
0
％
増
）
を
計
上
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
税
の
中
で
固
定
資
産
税
の
税
率
を
7
年
度
か
ら

段
階
的
に
引
き
下
げ
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
下
げ
の
最
終
年
度
を
迎

え
、
新
年
度
は
標
準
税
率
に
な
り
ま
す
。

　
歳
入
で
最
も
多
い
地
方
交
付
税
は
、
駐
億
8
、
4
◎
⑧
万
円
（
前

年
比
0
・
8
％
増
）
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
消
費
税
溺
4

月
か
ら
創
設
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
新
た
に
地
方
消
費
税
交
付
金
の
歳

入
項
目
を
設
け
、
1
億
6
、
0
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
地
方
消
費
税
の
一
部
が
市
町
村
の
収
入
と
し
て
入
っ
て
く
る
も

の
で
す
。

　
市
の
借
金
と
な
る
市
債
は
、
焉
億
2
、
5
1
0
万
円
（
前
年
比
2
2
・

3
％
減
）
と
太
幅
に
減
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
高
い
金
利
で

　　　　　2月末人團45，153人で諦算



（単位：万円）

その他4億9，475（2．6％）
　（　　議会費・労働費
　　災害復旧費・予備費

婁肖防費

　　6億2，921

　　（3．4％）

ぞの他　　　　　　　　．
1鱗146（6・5％〉（難馨羅欝嬬灘料

土木費
41億7，530
（22．3％）

　　　　　民生費
　　　32億9，1殉
　　　（繍．脇）

公債費
19億驚633
（稻，6％）

商工費
18億1，伽3　　　羅
⑲．7％）

　　教育費
　18億1，455．
　　（9，7％）

　　　　　総務費
　　　　　18億2，571
　　　　　（9．8％）

一御生費14億4・9鱒醗覆鰯
農林水撞業費纏億4，盤6（纏．も％〉

地交交付税

　馴億8，400
陛（麓7．7％）

国庫支出金＼

涯　焉億2，088　　鰺瑚

　　　市　税

48億3盆9
（建5．7％）

市債
繍齪，駅◎
鰺．鍵％）

　　　　諸収入
　　薦億5，2鱗
　　　総．6鰯

一県支出金14億1，9捲（7．6％）

繰戴金4億8，鍵＄醸，曝％1

．
借
毅
海
市
榛
を
．
現
在
の
抵
糖
金
利
欝
借
麹
換
え
る
強
惜
換
贋
騒
馨

億
2
、
0
0
顯
欝
携
が
含
響
漏
癒
麟
象
す
、

　
【
歳
　
出
】

　
歳
出
の
難
繋
プ
ぽ
道
躇
や
河
摺
．
糞
園
．
雪
簸
策
擦
ど
駕
綾
わ
驚
…

る
叢
本
費
懸
．
趣
億
驚
、
怒
馨
o
轟
陶
（
前
年
比
⑨
勲
慰
驚
減
〉
憲

謙
叢
輩
蜜
爆
驚
。
市
民
輔
人
当
驚
璽
匿
す
る
差
襲
飯
繍
婆
、
驚
⑬
円
の
繍

、
お
金
が
使
わ
簸
る
雛
蟻
茎
獲
癒
擁
欝
鱗
．
次
鏑
灘
熱
薦
齢
者
・
心
身
瞳
偲

皿
害
巻
・
児
童
橿
祉
徽
謹
礒
鍵
お
燕
る
携
生
費
権
麗
鷺
獄
舗
藻
驚
醗
欝

円
鵬
教
欝
費
礁
欝
億
縫
、
縫
蛎
5
万
円
論
．
薫
叢
繋
欝
臆
塾
鵬
鍵
嚢
讐

万
圏
癒
ど
離
計
蚕
さ
れ
羅
騨
謙
輩
．
，
』
』
『

　
談
濾
．
総
務
費
ぽ
鳶
ぽ
叢
ぽ
護
線
欄
灘
纂
業
が
…
ぽ
ぽ
鞭
鑑
蟻
難
欝
．

と
嶽
慧
に
よ
り
、
麹
穏
盆
、
5
墾
玉
万
調
騰
前
蕪
難
麹
撫
馨
驚
減
叢
・
『

懸
業
幅
に
減
少
し
驚
騨
象
す
。
蕪
債
饗
、
繍
霧
の
借
畿
蓬
返
饗
灘
金
欝

ぽ
．
鑑
馨
鼎
蝋
．
懸
霞
瞼
難
翼
羅
灘
囎
蓉

雛
灘
難
灘
鵬
理
纏
盤
舗
灘
聴
、
…

　
特
別
会
計
の
総
額
縷
韮
⑧
袋
億
駿
謙
藩
麟
驚
貯
驚
．
離
難
鐵
怨

欝
．
－
　
膨
環
率
轡
繍
講
礪
饗
礁
・
”
唖
鯉

㎜
團
鐘
健
康
保
険
特
別
嚢
計
】

繭
隼
些
。
蝿
増
嚢
警
．
　
鵬
醤
㎎
闘
駿
響

伸
蟹
ぽ
4
．
醗
鶏
謹
艶
較
繭
低
蒸
麟
墾
羅
講
謙
盤
。
皿
雛
擬
難
講
離
繋
、

度
難
欝
据
・
覆
蕉
鷺
蠕
躍
礒
叢
影
瀧
．
類
鱗
轟
懸
露
繊
難
蕪
獲
嫌

来
の
謹
灘
欝
奮
、

【
簡
易
氷
道
特
別
会
欝
囲
ー

　
前
蕪
擁
謬
・
欝
％
減
の
驚
億
籔
．
雛
塗
◎
海
陶
襟
薄
．
・
瓢
箇
地
麟
、

簡
易
水
道
新
設
事
業
の
叢
終
年
度
膿
姦
璽
謙
塗
。

【
軍
氷
道
特
別
套
翫
脳

　
前
隼
地
驚
・
懸
購
増
⑳
鍵
億
拶
．
墾
難
◎
欝
閥
灘
灘
。
薪
規
騰
要

援
護
灘
帯
癖
癒
藩
込
議
費
爾
の
補
助
金
懸
諦
轟
磁
震
襲
遜
。

F
蘭
懸
灘
保
健
特
劉
蕪
計
繋
・

　
前
籍
捻
騒
・
慧
％
増
磁
翻
億
認
騒
醗
羅
蠣
響
羅
老
蕪
簸
療
費
礁

高
臓
伸
び
嵯
伴
嚢
夫
幅
欝
総
塗
。
．

【
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
禽
計
囲

　
前
年
地
蔦
・
1
驚
増
の
2
億
9
、
2
5
0
野
隠
懸
す
。
蜘
年
度
の

鑓
成
を
圏
指
し
、
鐙
薦
地
区
の
整
備
を
行
験
議
灘
。

　　　　　　　　　　騨　　　　　　器　　　当
灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　融　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厳　　　　　　　　　　　　　　　　織
　　　　　　　　　　　　顯　　　　　　　　　霧
　　　　　　醸　　　灘

・縮成9隼3月25日号



　　　　　　　　　墨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　き　　　　　　　　
　　　　　　　難　　　　　　響　　　　　咄
　　　　　萎　　　　i萎　　　　　　　　嚢
　　　～　　　　　　　藝

難
雛
醸
饗
．

雛

中
山
間
地
の

農
業
基
盤
づ
く
り
に
着
手

　
「
新
食
糧
法
」
の
施
行
や
農
作
物
の
自
由

化
な
ど
、
農
業
情
勢
は
流
通
形
態
を
中
心
に

大
き
な
転
換
期
に
入
り
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な

環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
る
、
足
腰
の
強
い

農
業
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
農
村
総
合
整

備
事
業
、
団
体
営
等
農
道
整
備
事
業
な
ど
で

農
業
・
農
村
の
生
産
・
環
境
基
盤
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
遅
れ
て
い
た
中
山
間
地

の
農
業
基
盤
づ
く
り
と
環
境
整
備
な
ど
を
行

う
た
め
、
今
年
度
は
飛
渡
地
区
の
調
査
・
計

画
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ほ
場
整
備
が
完
了
し
た
地
域
か

ら
、
構
造
改
善
事
業
で
順
次
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

1
な
ど
、
各
種
共
同
施
設
の
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
・
担
い
手
や
生
産
組
織
の
育
成
な
ど

を
行
い
ま
す
。

4
月
か
ら
試
験
的
に

　
　
定
期
観
光
バ
ス
を
運
行

　
産
業
を
振
興
し
、
若
者
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ

で
業
界
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
、
地
場
産
業

の
振
興
に
努
め
ま
す
。
各
種
貸
付
金
制
度
を

充
実
し
中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
中
心
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

「
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
事
業
」
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
「
十
日
町
市
東
京
事
務
所
」

を
拠
点
に
し
て
情
報
収
集
や
企
業
誘
致
、
U

タ
ー
ン
ー
タ
ー
ン
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
観
光
面
で
は
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
当

間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」
、
今
月
2
2
日
に
開
業
し
た

「
ほ
く
ほ
く
線
」
な
ど
外
か
ら
の
お
客
様
に

対
応
す
る
た
め
、
観
光
案
内
看
板
の
設
置
や

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ヘ
の
バ
ス
運
行
、
市
内

定
期
観
光
バ
ス
の
運
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
内
定
期
観
光
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、

十
日
町
市
観
光
協
会
に
委
託
し
、
越
後
交
通

の
バ
ス
で
4
月
下
旬
か
ら
1
0
月
下
旬
ま
で
試

験
的
に
運
行
す
る
計
画
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
ば
ど
こ
ろ
十
日
町
を
全
国
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
、
そ
ば
組
合
を
中
心
に
「
全

国
そ
ば
サ
ミ
ッ
ト
」
を
秋
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
母
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
環
境
美
化
推

進
事
業
、
歩
道
や
ア
ー
ケ
ー
ド
の
整
備
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
、
も
て
な
し
の
心
醸
成
運
動

な
ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
の
事
業
を
展

開
し
ま
す
。

高
規
格
道
路

「
十
日
町
市
～
六
日
町
」
間
の

　
　
　
整
備
区
間
指
定
に
向
け
て

　
待
望
の
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
通
し
ま
し

た
。
近
隣
地
域
に
比
較
す
る
と
遅
れ
て
い
た

高
速
交
通
体
系
が
飛
躍
的
に
進
歩
し
ま
す
。

首
都
圏
は
も
ち
ろ
ん
、
北
陸
・
関
西
方
面
へ

の
時
間
短
縮
が
こ
の
地
域
に
及
ぽ
す
影
響
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
「
ほ
く
ほ
く
線
」
関
連
の

ハ
ー
ボ
事
業
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
残
さ
れ
て
い

た
誘
導
標
識
等
の
整
備
を
今
年
度
行
い
ま
す
。

今
後
は
「
ほ
く
ほ
く
線
」
を
地
域
の
活
性
化

に
結
び
付
け
る
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
に
力
を

入
れ
ま
す
。

　
関
越
自
動
車
道
と
北
陸
自
動
車
道
を
結
ぶ

地
域
高
規
格
道
路
は
、
昨
年
8
月
に
「
十
日

町
市
～
六
日
町
」
間
の
1
3
㎞
が
調
査
区
問
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
や
測
量
関
連
業
務
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
同
区
問
の
整
備
区
間
へ
の
指
定
と
、

「
十
日
町
市
～
松
代
町
」
間
の
調
査
区
間
指

定
に
向
け
、
積
極
的
な
陳
情
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

慧灘
　　　畿、麟

・
鯵
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0

・
懸
定
期
観
光
バ
ス
運
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
⊥
0
0

・
㈱
当
間
高
原
バ
ス
路
線
運
行
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8
8

・
翻
過
疎
地
域
等
活
性
化
支
援
事

業
（
枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
）
　
　
　
　
　
　
　
1
5
0

・
観
光
案
内
看
板
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
∩
∠
0

・
全
国
そ
ば
サ
ミ
ッ
ト
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
⊥
【
」
0

・
産
業
育
成
資
金
、
小
売
商
業
近

代
化
資
金
ほ
か
貸
付
金

　
　
　
　
　
　
　
1
0
億
1
3
0

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

補
助
（
当
間
）
　
　
　
5
7
7

・
集
落
地
域
整
備
事
業
（
新
座
・

大
井
田
地
区
）

　
　
　
　
　
　
1
億
6
、
6
0
5

・
ほ
場
整
備
事
業
（
吉
田
南
部
・

　
四
日
町
中
条
・
下
条
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
1
億
1
4
5

・
市
単
独
土
地
改
良
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
⊥
　
6
∠
0
0

・
農
道
整
備
事
業
（
3
地
区
）

　
　
　
　
　
　
1
億
3
、
3
8
8

・
農
村
総
合
整
備
事
業
（
集
落
道

整
備
、
多
目
的
広
場
、
農
村
公

園
ほ
か
）
　
　
1
億
5
、
8
7
3

・
農
業
構
造
改
善
事
業
（
え
の
き

茸
施
設
ほ
か
）
　
2
億
5
2
0

・
林
道
開
設
舗
装
事
業
（
6
路
線
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
£
U
つ
⊥
9

8
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ミ
熱
瓢
藁
．
響

西
本
町
土
地
区
画

　
　
　
　
　
　
整
理
事
業
認
可
へ

　
市
の
「
も
の
づ
く
り
」
・
「
地
域
づ
く
り
」

の
個
々
の
計
画
を
束
ね
る
総
合
的
な
方
針
と

な
る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策

定
作
業
は
現
況
調
査
を
終
え
、
全
体
及
び
地

域
別
構
想
の
策
定
作
業
に
着
手
し
ま
す
。
策

定
に
あ
た
っ
て
は
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

意
見
を
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
十
日
町
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
引

き
続
き
地
権
者
と
相
談
を
し
な
が
ら
仮
換
地

指
定
を
行
い
、
道
路
の
築
造
や
家
屋
の
移
転

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
都
市
計

画
決
定
（
区
域
の
決
定
）
に
向
け
て
の
作
業

を
進
め
、
本
年
度
中
に
都
市
計
画
決
定
を
行

い
ま
す
。
続
い
て
事
業
計
画
の
策
定
を
行
っ

て
、
県
知
事
か
ら
事
業
認
可
を
受
け
る
予
定

で
す
。

　
さ
ら
に
、
西
本
町
地
区
内
に
計
画
さ
れ
て

い
る
十
日
町
情
報
館
は
、
本
体
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

「
流
雪
溝
整
備
は

第
2
期
供
用
ゾ
ー
ン
に
着
手

　
　
一
昨
年
、
流
雪
溝
用
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が

完
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
流
雪
溝
の
敷
設
は

第
2
期
供
用
ゾ
ー
ン
（
山
本
・
高
山
地
区
）

に
着
手
し
ま
す
。
そ
し
て
全
体
供
用
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
の
面
で
は
雪
下
ろ
し
か
ら
の

解
放
を
目
標
に
、
引
き
続
き
融
雪
屋
根
や
耐

雪
型
住
宅
の
新
築
に
補
助
し
た
り
、
融
資
を

行
っ
た
り
し
ま
す
。
雪
に
強
い
道
づ
く
り
で

は
、
昭
和
町
2
・
3
丁
目
の
街
路
事
業
の
中

で
歩
道
融
雪
装
置
の
設
置
や
流
雪
溝
の
敷

設
、
消
雪
パ
イ
プ
の
更
新
を
行
う
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
例
年
行
っ
て

い
る
「
克
雪
・
利
雪
フ
ェ
ア
」
を
今
年
も
開

催
す
る
と
と
も
に
、
「
利
雪
・
親
雪
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

生
活
関
連
道
路
整
備

補
助
・
単
独
合
わ
せ
て
1
0
路
線

　
生
活
基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
重
要
な
生
活
道
路
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
高
山
太
子
堂
線
、
新
光
寺

北
原
線
、
幸
町
小
黒
沢
線
の
3
本
を
国
の
補

助
事
業
で
、
川
治
昭
和
町
線
を
街
路
事
業
で

整
備
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
長
里
線
ほ
か
6

路
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
局
部
改
良
舗
装
事
業
、
修
繕
、

舗
装
用
原
材
料
の
支
給
な
ど
も
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

　　　　　灘難灘灘響灘懸灘　　　

鐡　難懸禦

　懸　　　．
　　　　　　　　　　　鰯
　導

畿

十
日
町
市
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
条
例
を
制
定

　
十
日
町
市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
の

制
定
を
契
機
に
、
空
き
缶
等
の
「
ポ
イ
捨
て
」

が
な
い
清
潔
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の

意
識
高
揚
の
一
環
と
し
て
、
市
民
総
参
加
の

事
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
よ
り

一
層
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
を
進
め
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
商
品
の
簡
易
包
装
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、
「
ご

み
減
量
化
・
資
源
化
協
力
店
」
制
度
の
推
進

や
、
生
ご
み
処
理
容
器
を
登
録
店
か
ら
購
入

す
る
場
合
の
補
助
制
度
を
引
き
続
き
行
い
ま

慧
　
　
　
　
羅
離

　
　
騰
灘
、
．

・
ほ
く
ほ
く
線
誘
導
標
識
設
置
工

　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6

・
生
活
道
路
、
河
川
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
7
億
2
、
1
7
2

・
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
4
億
4
、
2
6
5

・
克
雪
住
宅
づ
く
り
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
5
億
1
、
4
3
8

・
流
雪
溝
整
備
事
業
5
、
0
0
0

・
融
雪
施
設
修
繕
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
Q
》
　
Q
》
O
O
O

．
建
設
機
械
整
備
事
業
（
除
雪
ド

ー
ザ
ー
購
入
）
　
　
2
、
5
3
1

・
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
7
！
　
　
O
O
£
U
－

・
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
Q
》
4

．
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
事
業
　
　
　
　
　
　
6
4
4

㎜

．
醗
赤
倉
地
区
簡
易
水
道
水
源
確

保
事
業
　
　
　
　
　
1
、
7
0
0

・
⑭
要
援
護
世
帯
下
水
道
つ
な
ぎ

　
込
み
助
成
事
業
　
　
　
　
7
0

・
醗
環
境
美
化
啓
発
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Q
【
0

・
ご
み
減
量
化
、
再
資
源
化
推
進

事
業
　
　
　
　
　
　
　
3
1
5

・
地
下
水
利
用
実
態
調
査
2
0
0

・
総
合
公
園
整
備
事
業
（
ク
ラ
ブ

　
パ
ウ
ス
建
設
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
8
£
U
一
／

・
緑
道
整
備
事
業
（
園
路
造
成
ほ

か
）
　
　
　
　
　
　
3
、
7
2
0

．
美
佐
島
駅
前
広
場
植
栽
工
事
ほ

　
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
3
0
0

・
八
箇
地
区
簡
易
水
道
新
設
事
業

　
　
　
　
　
　
－
億
7
、
2
5
0

・
水
沢
南
部
地
区
簡
易
水
道
新
設

事
業
　
　
　
　
　
　
1
、
6
3
0
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す
。　
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
上
で
、

上
下
水
道
の
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
水
道
事
業
で
は
、
最
終
年
を
迎
え
た
八
箇

地
区
簡
易
水
道
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

水
沢
南
部
地
区
簡
易
水
道
新
設
事
業
に
着

手
、
赤
倉
地
区
簡
易
水
道
の
水
源
確
保
事
業

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
引
き
続
き
新
座
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
き
ょ

大
井
田
地
区
、
水
沢
南
部
地
区
の
管
渠
敷
設

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
鐙
島
地
区
の
農
業
集

落
排
水
事
業
も
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種

下
水
道
事
業
が
該
当
し
な
い
地
区
に
は
、
市

単
独
補
助
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
行

い
ま
す
。

総
合
公
園
に

　
　
ク
ラ
ブ
八
ウ
ス
を
設
置

　
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の

遊
び
場
で
も
あ
る
公
園
緑
地
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
十
日
町
市
総
合
公
園
に
は
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
隣
接
し
、
約
3
、
7
0
0
万
円
を

か
け
て
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
新
築
し
ま
す
。
十

日
町
市
緑
道
は
、
引
き
続
き
総
合
体
育
館
か

ら
下
島
に
向
け
て
園
路
造
成
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
上
原
公
園
の
法
面
改
修
工
事
と

南
新
田
西
公
園
便
所
の
下
水
道
つ
な
ぎ
込
み

工
事
を
行
い
ま
す
。

鵡

精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設

　
平
成
10
年
の
完
成
目
指
す

　
日
本
一
の
健
康
都
市
を
目
指
し
、
市
民
と

行
政
が
一
体
に
な
っ
た
健
康
づ
く
り
運
動
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
規
の
事
業
と
し
て
、
精
神
障

害
者
の
生
活
の
拠
点
と
訓
練
指
導
を
兼
ね
備

え
た
入
所
授
産
施
設
を
広
域
圏
で
建
設
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
入
所
定
員
は
2
0
人
で
、

平
成
1
0
年
に
開
所
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
「
健
康

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
今
年
9
月
に
行
わ
れ
る

「
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
検
診
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
参

加
に
よ
り
、
家
族
単
位
、
個
人
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
検
診
を
受
け
や

す
く
す
る
た
め
に
、
今
年
か
ら
住
民
健
診
や

胃
が
ん
検
診
の
受
付
時
間
を
早
め
ま
す
。
ま

た
、
総
合
健
康
診
査
の
時
期
を
5
月
上
旬
に

早
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
動
血
圧
計
を
市
民

会
館
と
六
箇
地
区
公
民
館
に
設
置
し
ま
す
。

こ
れ
で
、
す
べ
て
の
公
民
館
に
自
動
血
圧
計

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎
日
の

健
康
管
理
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
7
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
」
は
大
変
関
心
が
高
い
の
で
、

今
年
度
か
ら
対
象
者
を
3
百
人
に
増
や
し
て

行
い
ま
す
。
ま
た
、
下
条
地
区
で
は
総
合
相

談
会
場
を
ー
か
所
増
や
し
、
老
人
デ
イ
ケ
ア

も
始
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
保
健
事
業
を
進
め

る
た
め
に
、
「
す
こ
や
か
エ
コ
ー
推
進
員
」
の

組
織
を
拡
大
し
ま
す
。

精
神
薄
弱
者

　
　
通
所
授
産
施
設
を
建
設

　
「
福
祉
の
ま
ち
リ
ゾ
ー
ト
推
進
モ
デ
ル
地

区
事
業
」
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

の
策
定
と
、
既
存
公
共
施
設
の
改
善
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
「
な

か
ま
の
家
」
の
増
改
築
と
、
精
神
薄
弱
者
通

所
授
産
施
設
の
建
設
に
よ
り
、
精
神
薄
弱
者

の
積
極
的
な
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
手
話
奉
仕
員
派
遣
事
業

な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
で
は
、
在
宅
で
介
護
を
受
け

る
お
年
寄
り
や
介
護
を
す
る
家
族
が
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
施
策
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

介
護
を
す
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
の
在
宅
3
本
柱
を
充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
乳
児
・
未
満
児
・
障
害
児
な

ど
の
特
別
保
育
を
充
実
し
ま
す
。

騰瀾
　難、、

．
羅
簸
、

　
、
絵

聾

、　i議

・
公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　
　
　
1
2
億
4
、
1
0
0

・
鐙
島
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　
　
　
　
2
億
2
、
3
0
0

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
7
2
0

醗灘講騨嚢
匙

灘簿
・
麟
高
齢
者
障
害
者
向
け
住
宅
整

備
補
助
金
　
　
　
　
　
2
5
0

・
醗
精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設

建
設
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
1
億
1
、
7
1
8

・
㈱
精
神
薄
弱
者
通
所
授
産
施
設

整
備
事
業
補
助
　
　
1
、
0
4
2

・
欝
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
整
備

事
業
（
な
か
ま
の
家
増
床
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
0
　
　
0
0
Q
O

・
日
本
一
の
健
康
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
0

・
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
　
　
　
　
　
3
、
9
8
3

・
老
人
短
期
入
所
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
【
Q
　
　
戸
O
∩
》
7

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
1
億
2
、
8
7
9

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
入
所
措
置

事
業
　
　
　
3
億
7
、
0
9
7

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
　
　
　
　
　
2
、
4
3
4

・
高
齢
者
在
宅
整
備
資
金
貸
付
事O
o
O

・
ね
た
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障

　
害
児
者
介
護
手
当
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
∩
∠
0
∩
U

・
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

　
業
　
　
　
　
　
　
　
1
、
1
0
1

・
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
措
置
事

　
業
　
　
　
　
1
億
9
、
5
1
9

・
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
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社
会
福
祉
協
議
会
を
核
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拡
大

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
の
新
規
加
入
を
促

進
し
、
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
健
康
な
高
齢
者
の
就
業
機
会
を
拡
大

す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運

営
基
盤
の
強
化
及
び
会
員
の
加
入
促
進
を
図

り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
民
生
児
童
委
員

や
地
域
の
組
織
と
連
携
し
て
、
福
祉
協
力
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
給
食
」
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ
の
見
守
り
、
声

か
け
、
安
否
の
確
認
な
ど
助
け
合
い
活
動
を

行
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
市
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
今

後
と
も
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
や
需
要
、

そ
し
て
供
給
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
小
・
中
学
校
を
社
会
福
祉

普
及
校
に
指
定
し
、
体
験
学
習
な
ど
を
通
し

て
福
祉
の
心
を
育
て
ま
す
。

市
民
参
加
に
よ
る

交
響
曲
「
第
九
」
演
奏
会

　
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
を
核
に
、
芸

術
・
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
ア
ー
ト
＆

S
o
u
n
d
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
は
、
第
3

回
目
を
迎
え
る
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い

ま
す
。
今
回
は
、
外
国
か
ら
の
作
家
を
招
き

開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
S
o
u
n
d

分
野
で
は
、
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
「
第

九
」
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
参
加

者
を
募
っ
て
の
演
奏
会
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
市
の
宝
「
火

焔
土
器
」
を
後
世
に
伝
え
残
す
た
め
の
、
保

存
対
策
事
業
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
火
焔

土
器
」
の
国
宝
指
定
に
向
け
て
、
「
笹
山
遺
跡

発
掘
調
査
報
告
書
」
作
成
事
業
に
取
り
組
む

ほ
か
、
市
の
文
化
財
を
公
開
・
展
示
す
る
「
文

化
財
展
」
も
企
画
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
も

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

　
水
沢
小
学
校
校
舎
の
改
築
に
向
け
て
、
設

計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
整
備

を
行
い
ま
す
。

　
活
力
あ
る
学
校
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
課
題
に
取
り
組
む
「
い
き
い
き
ス
ク

ー
ル
推
進
事
業
」
や
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
運

動
推
進
事
業
」
に
、
全
小
・
中
学
校
が
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
い
じ
め
や
不
登
校
に
対
応
す
る
た
め
、

登
校
拒
否
児
童
・
生
徒
対
策
事
業
と
し
て
、

教
育
相
談
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
指
導
や
い

じ
め
を
含
む
対
策
委
員
会
の
設
置
な
ど
も
行

い
ま
す
。

情
報
館
建
設
に
着
手

　
　
1
1
年
度
開
館
を
目
指
す

　
広
域
圏
の
交
流
と
情
報
の
発
信
基
地
、
情

報
館
本
体
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
情
報
館

は
図
書
館
を
中
核
と
し
て
、
人
の
交
流
や
情

報
の
受
発
信
の
機
能
も
備
え
た
「
新
し
い
形

の
図
書
館
」
で
す
。
1
1
年
度
の
開
館
を
目
指

し
て
、
建
設
工
事
、
シ
ス
テ
ム
の
準
備
、
図

書
類
の
購
入
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
国
際
化
や
学
校
週
5
日

制
の
導
入
な
ど
に
対
応
し
た
、
多
種
多
様
な

講
座
を
開
設
し
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
設
置
5
0
周
年
記
念
事

業
に
も
予
算
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
関
係
で
は
、
総
合
体
育
館
の
屋
内
運

動
場
を
人
工
芝
に
改
修
し
、
雨
天
で
も
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
練
習

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
野
球
な

ど
で
他
の
有
力
チ
ー
ム
を
招
待
し
、
ス
ポ
ー

ツ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　　　　　　　籍　　　　　　嶽

　縣　　輔

鯨讐

　鞭灘叢
雛　　　

　馨　舞灘

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
∩
∠
　
　
マ
／
7
3

・
福
祉
の
ま
ち
リ
ゾ
ー
ト
推
進
モ

デ
ル
地
区
事
業

　
　
　
　
　
　
1
億
1
、
5
0
0

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
助
成

事
業
　
　
　
　
　
　
3
、
7
8
8

・
⑭
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
運
動
推
進

　
事
業
　
　
　
　
　
　
1
、
4
6
3

・
㈱
永
沢
小
学
校
改
築
事
業
（
設

計
）
　
　
　
　
　
　
．
5
0
0

・
鯵
笹
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

作
成
事
業
　
　
　
　
2
、
0
0
0

・
＾
㈱
学
校
給
食
O
－
1
5
7
対
策

事
業
　
　
　
　
　
　
　
3
5
0

．
小
・
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事

業
　
　
　
　
　
　
　
1
、
0
6
6

・
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
Q
》
7
／

・
登
校
拒
否
児
童
生
徒
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
／
O
O
【
つ

・
社
会
教
育
・
公
民
館
生
涯
学
習

事
業
　
　
　
　
　
　
　
8
0
4

・
ア
ー
ト
＆
S
o
u
n
d
ま
ち
づ

く
り
事
業
　
　
　
　
3
、
1
6
3

・
文
化
協
会
連
合
会
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
∠
－
－
一
〇

・
教
育
メ
デ
ィ
ア
利
用
促
進
モ
デ

　
ル
市
町
村
事
業
　
　
　
3
8
3

・
街
並
み
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援

事
業
（
情
報
館
建
設
）

　
　
　
　
　
　
　
7
億
8
1
5

・
情
報
館
図
書
・
シ
ス
テ
ム
開
発

事
業
　
　
　
　
　
　
3
、
4
0
0

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
」
∩
∪
4
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撫

　今年で3年目を迎えた平成8年度の「市民と語る日」は、地区振興会、町内の役員、市

政事務嘱託員、市議会議員の協力を得て開催しました。ほぽ市内全域の15会場で開催し、

891人の大勢の市民の皆さんが参加しました。

　市が地域活性化の起爆剤として取り組んできた当間高原リゾートが昨年m月にオープン

し、今月22日にはほくほく線が開業しました。市では、このような大きな節目にあたり、

広く市民の皆さんの声を聴きながら、今後の新十日町市長期発展計画（第7次十日町市総

合計画）を策定したいと、「市民と語る日」を開催しました。

　各地区からは、地域活性化を目指した数多くの提案や要望が出され、熱心な意見交換が

行われました。その主な内容をお知らせします。

各
地
区
か
ら
の
要
望
と
市
の
考
え
方

☆
…
地
区
の
要
望

會
…
市
の
考
え
方

　
【
都
市
基
盤
づ
く
り
】

合
新
座
”
城
山
公
園
整
備
（
看
板
・
歩
道
整
備
）
を
進
め
て
ほ
し
い
。
會
補
助
制
度
が
あ
り

　
ま
せ
ん
。
地
域
の
努
力
で
お
願
い
し
ま
す
。

合
南
部
一
十
日
町
小
学
校
へ
の
通
学
路
を
改
善
し
て
ほ
し
い
。
脅
改
善
に
は
大
変
な
経
費
が

　
か
か
り
ま
す
。
現
在
は
融
雪
剤
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

合
新
座
”
県
道
の
側
溝
を
改
良
し
て
ほ
し
い
。
會
県
に
要
望
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

☆
西
部
一
公
園
整
備
（
千
代
田
町
の
公
園
）
を
し
て
ほ
し
い
。
脅
要
望
が
あ
れ
ば
補
助
制
度

　
を
検
討
し
ま
す
。

合
川
治
二
局
山
城
之
古
線
の
歩
道
建
設
と
塚
原
橋
を
拡
張
し
て
ほ
し
い
。
脅
歩
道
建
設
は
継

　
続
で
行
っ
て
い
ま
す
。
塚
原
橋
の
拡
張
工
事
は
補
助
事
業
と
し
て
要
望
中
で
す
。

合
川
治
一
あ
じ
さ
い
公
園
の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。
會
施
設
整
備
は
で
き
る
も
の
か
ら
行

　
い
ま
す
が
、
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

合
大
井
田
”
高
山
太
子
堂
線
を
早
期
に
改
良
し
て
ほ
し
い
。
脅
1
2
年
度
に
国
道
1
1
7
号
に

　
暫
定
的
に
幅
員
1
2
．
5
m
で
接
続
す
る
予
定
で
す
。
早
期
に
完
成
す
る
よ
う
国
県
に
予
算

　
要
求
中
で
す
。

☆
大
井
田
H
本
町
西
線
を
延
長
し
て
ほ
し
い
。
脅
高
山
太
子
堂
線
が
あ
る
程
度
見
通
し
が
つ

　
い
た
段
階
で
、
国
県
補
助
事
業
と
し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

☆
大
井
田
”
新
座
四
日
町
線
を
早
期
に
建
設
し
て
ほ
し
い
。
會
車
道
部
分
を
平
成
1
0
年
こ
ろ

　
ま
で
に
改
罠
し
た
い
。

☆
中
部
”
稲
荷
町
の
踏
切
整
備
と
待
ち
時
間
の
短
縮
を
お
願
い
し
ま
す
。
脅
都
市
計
画
道
路

　
の
拡
幅
に
併
せ
て
改
良
予
定
。
待
ち
時
間
の
短
縮
は
引
ぎ
続
き
J
R
に
要
望
し
て
い
き
ま

　
す
。

☆
中
部
U
公
園
（
ぎ
も
の
広
場
等
）
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
會
ぎ
も
の
広
場
は
シ
ル
バ

　
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

☆
中
部
一
公
園
が
無
い
の
で
公
園
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
會
1
0
0
、
m
く
ら
い
の
空
地
で
は

　
都
市
計
画
法
上
の
公
園
は
無
理
で
す
。
土
地
は
町
内
で
確
保
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合
東
下
組
u
塩
野
～
願
入
～
二
子
間
の
循
環
道
路
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。
會
中
山
間
地
全
体

　
を
見
た
な
か
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
東
部
u
サ
ン
ク
ロ
ス
付
近
の
道
路
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
脅
上
川
町
側
か
ら
の
歩
道
は
、

　
設
置
し
ま
す
。
田
中
町
側
か
ら
の
車
道
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
時
に
設
置
し
ま
す
。

會
飛
渡
一
道
路
改
良
の
促
進
と
無
雪
化
を
お
願
い
し
ま
す
。
脅
県
道
城
内
焼
野
線
の
改
良
と

　
無
雪
化
は
局
部
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
上
田
原
か
ら
先
は
現
段
階
で
は
無
理
で
す
。
春
先

　
の
早
期
除
雪
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

合
美
佐
島
”
歩
道
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
會
家
屋
移
転
な
ど
か
な
り
地
元
か
ら
の
協

　
力
が
な
い
と
無
理
で
す
。

合
美
佐
島
”
主
要
地
方
道
十
日
町
六
日
町
線
の
道
路
改
良
を
進
め
て
ほ
し
い
。
脅
県
単
事
業

　
で
要
望
し
て
い
ま
す
。
急
カ
ー
ブ
の
改
善
と
雪
崩
防
止
棚
設
置
は
進
め
て
い
き
ま
す
。

合
美
佐
島
u
江
道
か
ら
田
川
町
よ
り
に
消
雪
パ
イ
プ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
脅
県
に
要
望
し

　
て
い
ま
す
。

合
六
箇
日
県
道
に
歩
道
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
脅
県
に
毎
年
要
望
し
て
い
ま
す
。
『

　
次
改
良
未
了
の
区
間
が
あ
り
、
歩
道
の
築
造
に
は
手
を
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

合
六
箇
一
田
麦
野
中
線
の
早
稲
田
橋
を
架
け
替
え
て
ほ
し
“
。
脅
検
討
し
ま
す
。

合
六
箇
u
羽
根
川
の
護
岸
や
堰
堤
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。
會
農
業
基
盤
整
備
と
併
せ
て
下
流
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日
常
生
活
密
着
の

　
　
　
　
　
　
要
望
が
多
数

　
各
地
区
で
提
案
さ
れ
た
要
望
と
市

の
考
え
方
の
概
要
は
、
下
段
の
と
お

り
で
す
。
大
き
く
「
都
市
基
盤
づ
く

り
」
「
産
業
づ
く
り
」
「
人
づ
く
り
」

「
生
活
環
境
づ
く
り
」
「
福
祉
社
会
づ

く
り
」
「
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
の
7
つ
に

分
類
し
て
み
ま
し
た
。

　
各
地
域
か
ら
一
番
多
く
提
案
さ
れ

た
の
は
、
道
路
や
流
雪
溝
な
ど
に
関

す
る
都
市
基
盤
づ
く
り
に
対
し
て
で

し
た
。
次
い
で
、
生
活
環
境
づ
く
り

に
対
し
て
が
多
く
、
3
番
目
に
福
祉

社
会
づ
く
り
に
対
し
て
の
提
案
要
望

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
大
勢
の
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
、
日
常
生
活
に
密
着

し
た
提
案
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。都
市
基
盤
づ
く
り

道
路
や
歩
道
、
流
雪
溝
、
公
園
に

つ
い
て
多
数
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま

〈開催期日及び参加人数〉

し
た
。

　
道
路
に
つ
い
て
市
で
は
、
国
・
県

道
の
改
良
は
、
今
後
も
国
や
県
に
要

望
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
道
に
つ
い
て
は
、

財
源
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
国
や
県

の
補
助
金
を
受
け
て
順
次
整
備
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
大
井
田

地
区
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
本
町
西
線

の
延
長
工
事
は
、
高
山
太
子
堂
線
を

幅
員
1
2
・
5
m
の
暫
定
で
、
早
期
に

国
道
1
1
7
号
に
接
続
さ
せ
て
か
ら

の
延
長
工
事
と
な
り
ま
す
。

　
流
雪
溝
に
つ
い
て
の
要
望
も
市
街

地
か
ら
多
数
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
計

画
路
線
と
な
っ
て
い
て
、
ま
だ
工
事

に
入
っ
て
い
な
い
地
区
か
ら
は
、
「
早

期
に
工
事
に
着
手
し
て
、
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
、
ま
た
、

計
画
路
線
に
な
っ
て
い
な
い
地
区
か

ら
は
、
「
整
備
路
線
計
画
に
入
れ
て
ほ

し
い
」
と
の
要
望
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。　
市
で
は
、
流
雪
溝
整
備
計
画
の
路

線
を
整
備
し
た
後
、
水
量
や
流
れ
方

鞭騒 地　　　　匿 戴数

7／30㈹ 美　佐　島　地　区 60

8／5（月） 大　井　田　地　区 34

8／7㈱ 十日町西部地区 35

8／8内 川治地区振興会連絡協議会 120

8／20（幻 中　　条　　地　　区 90

8／29㈲ 高　　山　　地　　区 48

9／2（月） 東　下　組　地　区 64

9／3（幻 吉　　田　　地　　区 120

9／4㈱ 飛　　渡　　地　　区 51

9／5㈱ 十日町中部地区 38

9／6㈹ 十日町南部地区 36

9／17（幻 下　　条　　地　　区 71

9／18㈱ 十日町東部地区 54

9／27㈹ 六　　箇　　地　　区 44

10／22（幻 新　　座　　地　　区 40

計 15　会　　場 891

を
把
握
し
て
か
ら
、
流
雪
溝
整
備
計

画
の
見
直
し
を
行
う
考
え
で
す
。

　
ま
た
、
「
広
場
・
公
園
を
整
備
し
て

ほ
し
い
」
「
市
か
ら
補
助
し
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
提
案
を
受
け
市
で
は
、
公

園
整
備
に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
に
も
地

域
で
整
備
す
る
公
園
の
遊
具
に
若
干

補
助
す
る
制
度
は
あ
り
ま
し
た
。
9

年
度
か
ら
は
、
遊
具
設
置
及
び
施
設

整
備
に
要
す
る
事
業
費
が
、
3
0
万
円

を
超
え
1
0
0
万
円
以
内
の
場
合

は
、
1
0
分
の
4
を
補
助
す
る
「
十
日

町
市
児
童
広
場
施
設
整
備
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
」
を
新
し
く
制
度
化
し

ま
し
た
。
希
望
す
る
町
内
、
地
区
は

市
に
相
談
に
き
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

産
業
づ
く
り

　
中
山
間
地
の
方
々
か
ら
、
中
山
間

地
農
業
に
関
す
る
要
望
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
中
山
間
地
の
基
盤
整
備
事

　
の
堤
防
改
修
を
し
て
い
ま
す
。
取
水
口
の
改
良
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

合
吉
田
H
稲
葉
高
城
沢
線
と
農
免
農
道
の
交
差
点
を
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。
會
稲
葉
高
城
沢

　
線
の
側
溝
1
7
m
を
暗
渠
に
し
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
か
け
ま
す
。
（
工
事
は
8
年
9
月
に
完
了
）

合
中
部
H
西
寺
町
の
道
路
を
補
修
し
て
く
だ
さ
い
。
會
市
道
の
補
修
は
道
路
延
長
が
長
く
、

　
必
要
最
小
限
に
な
り
ま
す
。
昭
和
町
3
の
消
雪
パ
イ
プ
の
敷
設
替
は
9
年
度
に
行
う
予
定

　
で
す
。

☆
中
部
H
稲
荷
町
の
流
雪
溝
整
備
計
画
外
の
路
線
を
整
備
で
き
な
い
か
。
會
計
画
路
線
を
優

　
先
し
て
整
備
し
て
い
る
段
階
で
す
。
計
画
路
線
の
整
備
終
了
後
、
計
画
の
見
直
し
を
し
た

　
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
東
部
一
田
川
町
2
の
側
溝
改
罠
と
消
雪
パ
イ
プ
の
敷
設
を
お
願
い
し
ま
す
。
會
側
溝
は
現

　
段
階
で
は
難
し
い
で
す
。
消
雪
パ
イ
プ
は
市
が
5
0
％
補
助
す
る
制
度
が
あ
る
の
で
町
内
で

　
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
東
部
H
流
雪
溝
の
整
備
（
本
町
5
・
大
堰
上
流
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
會
ベ
ン
チ
フ
リ
ュ

　
ー
ム
を
入
れ
て
狭
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
水
深
確
保
は
可
能
で
す
。
大
堰
上
流
は
8
年
度

　
か
ら
枕
木
を
か
け
ま
す
。

☆
東
部
u
既
存
の
井
戸
を
消
雪
パ
イ
プ
に
使
用
で
き
な
い
か
。
會
水
量
調
査
に
入
り
た
い
と

　
思
い
ま
す
。

☆
東
部
一
宇
都
宮
2
号
線
の
側
溝
の
ふ
た
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
脅
9
年
度
に
設
計
を
行

　
い
ま
す
。

☆
東
部
口
十
日
町
中
学
校
下
の
側
溝
に
泥
が
た
ま
る
の
で
整
備
し
て
ほ
し
い
。
脅
農
業
用
水

　
が
豊
富
な
と
き
に
水
を
流
し
て
泥
を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

合
東
部
”
ほ
く
ほ
く
線
の
消
雪
水
を
本
町
6
1
3
の
消
雪
に
利
用
で
き
な
い
か
。
會
水
量
・

　
水
温
の
調
査
を
今
冬
行
い
ま
す
。
r

☆
東
部
一
田
中
町
東
の
大
堰
を
整
備
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
脅
管
理
組
織
と
農
業
関
係
者
と
相
談

　
し
ま
す
が
、
単
年
度
で
の
改
修
は
難
し
い
で
す
。

合
東
部
一
田
川
の
水
を
田
川
町
2
・
3
に
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
。
會
新
た
な
水
利
権

　
の
取
得
は
難
し
い
で
す
。

☆
南
部
一
排
雪
、
流
雪
溝
に
つ
い
て
。
脅
排
雪
経
費
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
は
市
が
7
割
、

　
町
内
が
3
割
の
負
担
で
す
。
本
町
1
・
2
の
消
雪
パ
イ
プ
井
戸
の
水
枯
れ
に
つ
い
て
は
県

　
と
協
議
中
で
す
。

☆
六
箇
一
携
帯
電
話
が
市
内
ど
こ
で
も
使
用
で
ぎ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。
會
N
T
T
に
要

　
望
し
ま
す
。

合
新
座
H
ほ
く
ほ
く
線
高
架
下
フ
エ
ン
ス
の
撤
去
及
び
高
架
下
の
利
用
に
つ
い
て
。
脅
開
業

　
後
、
北
越
急
行
㈱
と
協
議
し
た
い
の
で
、
計
画
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
東
部
二
局
架
橋
直
下
の
防
音
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。
會
防
音
壁
を
設
置
し
配
慮
し
て
い

　
ま
す
。
測
定
結
果
を
見
守
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
東
部
”
ほ
く
ほ
く
線
高
架
下
を
整
地
し
て
ほ
し
い
。
會
開
業
後
、
北
越
急
行
㈱
に
要
望
し

　
ま
す
が
、
有
料
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

☆
吉
田
”
農
業
振
興
地
域
指
定
を
は
ず
し
て
、
宅
地
の
分
譲
が
で
き
な
い
か
。
脅
個
々
に
農

　
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
が
必
要
に
な
っ
た
と
ぎ
に
、
市
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
産
業
づ
く
り
】

☆
東
下
組
”
多
目
的
ダ
ム
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。
會
大
き
な
も
の
は
無
理
で
す
。
溜
め
池
は

　
可
能
で
す
の
で
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
東
下
組
”
地
域
の
実
情
に
み
あ
っ
た
基
盤
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。
脅
基
盤
整
備
の
進
ん
だ

　
と
こ
ろ
か
ら
生
活
環
境
整
備
に
向
か
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
下
組
は
団
体
営
で
計
画
調

　
査
を
し
、
着
工
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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業
は
農
地
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
農

道
や
用
水
路
の
整
備
と
併
せ
農
村
環

境
の
整
備
を
図
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
6
年
度
か
ら
農
林
課
を

中
心
に
、
中
山
間
地
域
で
集
落
ご
と

に
説
明
会
や
懇
談
会
の
場
を
持
ち
、

意
向
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
飛
渡
地
区
（
中

条
高
原
地
区
）
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
8
年
度
か
ら
2
か
年
を
か
け
て

県
営
で
調
査
計
画
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
後
も
農
林
課
を
中
心
に
、
集
落
ご

と
に
説
明
会
や
懇
談
会
の
場
を
持
ち
、

調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
農
業
だ
け
で
な
く
、
林
業
も
中
山

間
地
の
人
た
ち
に
と
っ
て
の
働
く
場

で
あ
り
、
国
土
保
全
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
8
年
度
か
ら
市

独
自
に
、
育
林
事
業
に
補
助
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

人
づ
く
り

　
学
校
週
5
日
制
へ
の
対
応
や
学
校

の
統
廃
合
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
集
会
所
建
設
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
週
5
日
制
と
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
教
育
委
員
会

で
検
討
し
て
い
ま
す
。
検
討
後
市
報

を
と
お
し
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
集
会
施
設
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
・

市
で
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
に
相
談
に
き
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
づ
く
り

　
下
水
道
の
早
期
着
工
と
ご
み
問

題
、
防
犯
灯
の
設
置
、
公
衆
ト
イ
レ

の
設
置
に
つ
い
て
の
提
案
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　
下
水
道
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
街
地
の
公
共
下
水
道
事
業
、
水
沢

地
区
の
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
、
鐙
島
地
区
の
農
業
集
落
排
水

事
業
、
こ
れ
ら
下
水
道
事
業
が
該
当

し
な
い
地
区
で
は
市
単
独
補
助
の
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
の
4

事
業
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
公
共

下
水
道
事
業
は
現
在
、
新
座
大
井
田

地
区
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

地
区
の
後
は
中
条
地
区
に
取
り
組
む

予
定
で
す
。

　
下
条
地
区
は
、
農
業
集
落
排
水
事

業
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
現
在
県
と
相
談
し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
収
集
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
分
別
収
集
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
み
の
分
別

収
集
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作

る
と
き
に
、
市
が
補
助
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
市
に
相
談
に
き
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
社
会
づ
く
り

　
市
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

霧
籔
覇
難

大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
福
祉

に
関
す
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
在
宅
介
護
に
対
す
る
支
援
策
や
高

齢
者
向
け
の
集
合
住
宅
の
建
設
に
つ

い
て
の
ご
意
見
、
障
害
者
へ
の
支
援
、

3
歳
未
満
児
の
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
の
提
案
で
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
度
の
市
民
と
語
る

日
の
提
案
を
受
け
、
在
宅
介
護
手
当

を
増
額
し
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
は
、

引
き
続
き
県
内
2
0
市
内
で
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
東
下
組
地
区
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
、

地
域
バ
ス
ヘ
の
補
助
率
の
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
近
隣
の

市
や
民
間
バ
ス
の
運
賃
な
ど
を
参
考

に
検
討
し
た
結
果
、
4
月
よ
り
5
0
％

補
助
に
増
額
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
障
害
者
の
た
め
の
施
設
整
備
は
広

域
的
に
進
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
2
市
3
郡
が
協
力

し
て
身
体
障
害
者
の
療
護
施
設
を
、

斎
藤
記
念
病
院
が
中
心
と
な
っ
て
オ

ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
十
日
町
保

健
所
に
隣
接
し
て
、
精
神
障
害
者
入

合
飛
渡
”
雪
を
利
用
し
た
山
間
地
農
業
を
進
め
た
ら
ど
う
か
。
脅
地
域
や
生
産
組
合
で
取
り

　
組
め
ば
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。
J
A
と
の
連
携
も
必
要
で
す
し
、
事
業
化
で
き
る
か
検

　
討
し
て
い
ま
す
。

☆
六
箇
口
中
山
間
地
農
業
を
進
め
て
ほ
し
い
。
會
平
場
地
域
の
整
備
終
了
後
、
中
山
間
地
に

　
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
飛
渡
地
区
を
モ
デ
ル
的
に
着
手
し
ま
す
。
順
次
体
制
の
整

　
っ
た
所
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
吉
田
H
鐙
坂
高
島
の
幹
線
農
道
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。
會
道
路
改
罠
は
農
地
事
務
所
と
協

　
議
中
で
す
。

【
人
づ
く
り
】

☆
吉
田
H
山
間
地
の
教
育
環
境
に
つ
い
て
（
学
校
の
統
廃
合
を
含
む
）
。
會
学
校
の
統
廃
合
は

　
教
育
委
員
会
で
検
討
中
で
す
。

合
美
佐
島
”
学
校
週
5
日
制
に
対
応
す
る
た
め
施
設
の
開
放
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
會
施
設

　
を
開
放
し
、
子
供
も
大
人
も
使
え
る
よ
う
に
施
設
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
中
部
”
織
物
会
館
を
集
会
施
設
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。
會
織
物
会
館
は
開
発
公
社
の

　
所
有
で
、
市
も
借
用
中
で
す
。
駅
西
中
継
ポ
ン
プ
場
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
あ
り
ま

　
す
。
丸
山
町
が
使
用
し
て
い
ま
す
。

合
下
条
H
中
峰
ス
キ
ー
場
を
市
民
ス
キ
ー
場
に
で
き
な
い
か
。
脅
規
模
が
小
さ
い
の
で
地
域

　
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
施
設
整
備
は
市
も
応
援
し
た
い
と
思

　
い
ま
す
。

【
生
活
環
境
づ
く
り
】

合
南
部
H
こ
み
は
早
め
に
回
収
で
き
な
い
も
の
か
。
脅
種
類
や
量
が
多
く
、
ま
た
収
集
車
の

　
台
数
や
費
用
の
問
題
も
あ
り
要
望
に
添
え
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。

☆
南
部
風
し
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置
、
形
は
改
善
で
き
な
い
か
。
會
場
所
の
選
定
や
経
費

　
の
面
で
市
街
地
に
は
設
置
で
き
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
と
き
補
助

　
制
度
が
あ
り
ま
す
。
計
画
さ
れ
て
い
る
町
内
は
市
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

合
下
条
H
農
業
集
落
排
水
事
業
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。
脅
鐙
島
地
区
終
了
後
、
下
条
地
区
を

　
検
討
し
た
い
と
、
県
と
相
談
中
で
す
。

☆
新
座
”
下
水
道
事
業
の
見
通
し
は
。
脅
1
3
年
度
に
当
地
区
は
終
了
予
定
で
す
。

合
美
佐
島
日
江
道
・
猿
倉
地
域
に
下
水
道
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。
會
中
条
地
区
終
了
後
に
検

　
討
し
ま
す
が
、
中
条
地
区
の
事
業
認
可
を
取
る
と
き
に
一
緒
に
取
れ
な
い
か
検
討
し
ま
す
。

合
東
部
”
十
日
町
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
避
難
所
を
兼
ね
た
公
園
に
で
き
な
い
か
。
會

　
避
難
所
は
十
日
町
中
学
校
が
適
当
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
公
園
に
す
る
考
え
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

☆
東
部
u
市
街
地
に
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
會
町
の
美
化
に
と
っ
て
も
必
要
と

　
思
い
ま
す
が
、
場
所
の
選
定
が
難
し
い
で
す
。

合
新
座
H
し
ん
ざ
駅
前
広
場
に
防
火
用
水
施
設
を
建
設
で
き
な
い
か
。
會
消
防
法
の
基
準
（
防

　
火
施
設
か
ら
の
距
離
・
個
数
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
ま
す
の
で
、
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ

　
ん
。

合
東
部
口
田
川
バ
イ
パ
ス
に
街
灯
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
會
防
犯
灯
の
設
置
は
相
談
に
き
て

　
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
電
灯
の
設
置
は
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
農
作
物
に
影

　
響
が
出
る
と
苫
情
も
あ
り
ま
す
。

☆
新
座
H
し
ん
ざ
駅
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
。
會
安
全
棚
を
設
置
し
、
農
業
用
水
路
と

　
管
理
用
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

☆
新
座
”
し
ん
ざ
駅
の
駅
舎
と
ホ
ー
ム
等
の
除
雪
に
つ
い
て
。
會
北
越
急
行
㈱
が
行
う
の
が

　
原
則
で
す
が
、
委
託
に
出
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
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所
援
護
施
設
・
精
神
薄
弱
者
入
所
授

産
施
設
を
9
年
度
に
着
工
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
な
か
ま
の
家
の
増
床

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

交
流
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
が
オ
ー
プ
ン

し
、
ま
た
、
ほ
く
ほ
く
線
が
開
業
し
、

大
勢
の
市
外
か
ら
の
お
客
様
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
案
内
表
示
板
が
不
足
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
7
年
度
も
市
民
と
語
る

日
で
提
案
が
あ
り
、
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
県
の
補
助
金
制
度
を
利
用
し

て
、
8
年
度
は
大
型
看
板
（
新
規
4

基
、
改
修
5
基
）
、
中
型
看
板
（
新
規

10

基
、
改
修
2
基
）
、
小
型
看
板
（
新

規
9
基
、
改
修
4
基
）
を
そ
れ
ぞ
れ

設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ま
に
対
す
る
あ
い

さ
つ
が
き
ち
ん
と
で
き
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
も
て
な
し

の
心
を
」
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
市
で
は
、
市
政
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
自
分
の
ま
ち
や
地
域
は
自
分

で
創
り
支
え
る
と
い
う
「
共
同
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
に
、
市
民
と
行

政
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担
を
理
解
し

合
い
、
心
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
市
政
に
幅
広
く
自
主
的
に
参
加

で
き
る
機
会
を
設
け
、
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
行
政
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
報
、
市
民
と
語
る
日
、
市
長
へ
の

手
紙
な
ど
も
そ
の
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
市
民
と
語
る
日
で
は
、
各

地
区
か
ら
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し

た
数
多
く
の
提
案
や
要
望
が
出
さ
れ
、

熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
大
き
な
事
業
で
、
市
の
財

政
負
担
を
伴
う
よ
う
な
提
案
は
、
市

全
体
を
視
野
に
入
れ
た
中
で
、
総
合

的
に
検
討
を
行
い
、
新
し
く
策
定
す

る
長
期
発
展
計
画
の
中
に
位
置
づ
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
多
様
化
、
高
度
化
し
て
い
る
市
民

二
ー
ズ
ヘ
の
対
応
と
と
も
に
、
地
方

分
権
が
進
む
中
で
、
委
譲
さ
れ
る
権

限
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
4
月
に
行
政
組
織
を
一
部
再
編

し
、
柔
軟
で
機
動
性
の
あ
る
組
織
体

制
の
確
立
や
、
政
策
立
案
能
力
に
富

む
職
員
の
育
成
と
、
合
理
的
、
弾
力

的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

新十日町市長期発展計画
　　　　　基本構想（案）を答申

　～第7次十日町市総合計画審議会～

　3月4日㈹第3回十日町市総合計画審議会
（水野寛男会長）が市役所で開かれ、市長から

諮問を受けていた「新長期発展計画基本構想

（案）」を審議し、市長に答申しました。

　審議会では、産業振興や都市基盤整備、教育

文化振興、生涯福祉施策、拠点整備などの計画

が、今後策定する基本計画の中で市民が明確で

分かりやすく身近なものになるようにしてほし

い旨の意見が出されました。

　基本構想は、平成10年度を初年度に10年後の

平成19年度を目標とする計画です。「やさしさと

ふれあいに満ちた活力あふれる都市」を将来都

市像に6本の基本目標を掲げ、十日町市の財産

である「きもの」「雪」などを生かし、交流を機

軸にやさしさとふれあいのなかで活力あふれる

快適な都市環境の実現を目指します。

　基本構想の概要については、市議会の議決後

に詳細をお知らせします。

答
申
書
を
市
長
に
手
渡
す

　
　
　
　
　
　
水
野
審
議
会
長

合
新
座
”
冬
期
間
の
駅
前
広
場
の
除
雪
は
。
脅
機
械
除
雪
で
す
。
経
費
は
市
の
負
担
と
な
り

　
ま
す
。
消
雪
パ
イ
プ
の
延
長
は
水
量
が
不
足
し
て
い
る
の
で
難
し
い
で
す
。

☆
東
部
一
飯
山
線
と
交
差
点
の
ガ
ー
ド
下
に
漏
水
が
あ
り
ま
す
。
會
さ
っ
そ
く
点
検
し
ま
す
。

【
福
祉
社
会
づ
く
り
】

合
中
条
一
道
路
上
の
電
柱
の
撤
去
と
段
差
の
解
消
を
お
願
い
し
ま
す
。
脅
新
し
い
道
路
で
は

　
段
差
が
低
く
押
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
柱
は
地
中
化
が
理
想
で
す
が
、
経
費
が
か
か
り

　
過
ぎ
て
難
し
い
で
す
。

☆
高
山
一
3
歳
未
満
児
の
子
育
て
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
會
保
育
料
の
2
3
％
（
県
内

　
2
0
市
上
位
レ
ベ
ル
）
を
市
で
負
担
し
て
い
ま
す
。
保
母
の
設
置
基
準
を
緩
和
し
、
乳
児
保

　
育
・
延
長
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

合
高
山
一
障
害
者
へ
の
支
援
と
就
労
施
設
の
建
設
を
お
願
い
し
ま
す
。
脅
六
日
町
に
障
害
者

　
の
療
養
施
設
を
建
設
し
ま
す
。
十
日
町
保
健
所
隣
に
授
産
施
設
を
9
年
度
に
建
設
し
ま
す
。

合
高
山
U
在
宅
介
護
の
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
會
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
旧
人

　
増
員
す
る
予
定
で
す
。

合
西
部
二
局
齢
者
向
け
の
集
合
住
宅
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
脅
二
ー
ズ

　
を
含
め
た
集
合
住
宅
の
基
礎
調
査
を
や
っ
て
い
ま
す
。

☆
中
条
u
地
区
社
会
福
祉
会
に
臨
時
職
員
の
継
続
配
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
脅
臨
時
職
員
は

　
引
き
上
げ
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
担
当
し
ま
す
。

☆
中
条
一
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
た
め
に
住
宅
改
造
に
補
助
金
を
出
せ
な
い
も
の
か
。
脅
家

　
屋
の
内
部
改
造
に
対
す
る
補
助
金
を
検
討
し
ま
す
。
併
せ
て
、
融
資
制
度
の
活
用
を
勧
め

　
ま
す
。

合
中
条
一
福
祉
施
設
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。
會
中
条
病
院
で
老
健
施
設
の
建
設
計
画
が
あ
り

　
ま
す
。

合
中
条
口
在
宅
介
護
支
援
の
た
め
に
夜
間
の
訪
問
指
導
を
で
き
な
い
も
の
か
。
脅
二
ー
ズ
を

　
調
査
し
ま
す
。

合
東
下
組
一
地
域
バ
ス
ヘ
の
補
助
率
を
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
。
會
新
年
度
ま
で
に
検
討
し
ま

　
す
。

合
東
下
組
”
老
人
世
帯
を
支
援
し
て
ほ
し
い
。
會
三
好
園
、
妻
有
荘
に
ケ
ア
付
き
の
集
合
住

　
宅
の
建
設
計
画
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
向
け
の
集
合
住
宅
を
作
ろ
う
と
い
う
計
画
も
あ
り

　
ま
す
。

【
交
流
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
】

☆
川
治
”
案
内
表
示
板
が
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
會
8
年
度
か
ら
徐
々
に
設
置
し
て

　
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
を
「
も
て
な
す
心
」
啓
発
活
動
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

合
美
佐
島
”
案
内
表
示
板
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
會
努
力
し
ま
す
。

☆
美
佐
島
一
田
川
沿
い
に
観
光
道
路
兼
管
理
道
路
を
建
設
で
ぎ
な
い
か
。
會
努
力
し
ま
す
。

☆
飛
渡
H
案
内
表
示
板
の
改
良
と
設
置
を
し
て
ほ
し
い
。
脅
国
県
道
の
改
良
に
併
せ
て
検
討

　
し
ま
す
。
県
道
の
標
識
は
要
望
し
ま
す
。
施
設
名
表
示
は
入
り
込
み
客
数
に
よ
っ
て
検
討

　
し
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】

☆
下
条
”
地
域
が
作
る
地
域
振
興
計
画
に
市
か
ら
助
成
し
て
ほ
し
い
。
會
地
域
か
ら
提
案
の

　
あ
っ
た
段
階
で
総
合
計
画
の
中
で
検
討
し
ま
す
。
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謬成人講座噛
●あなたの“新しい生き方”

　　　　　　見つけませんか

〈開講式〉〉4月22日（火）午後1：30～焼物

　（昼）〉同日午後7：00～焼物（夜）・英

　会話（夜）・日本画・男の料理〉4月

　23日㈱午後1：30～英会話（昼）〉同日

　午後7：00～妻有の歴史〉4月24日休）

　午後1＝30～健康づくりレ4月25日㈹

　午後7：30～コーラス

〈期問〉4月～12月（3月までのコース

　も有）

〈経費〉入講料1，500円（教材費は各コ

　ースごとに別途徴収）、連絡用ハガキ

　8枚（コーラスは11枚）

〈定員〉各コースとも20人～30人

〈申し込み〉十日町市公民館へ。

講座名 講　　座　　内　　容 購　　閣

焼　　　　物
鰹罰一ス〉

初心者向けの入門教室です。手びねりのひもづ
くりから学習します。

毎週火曜日
午後1：30～3：30

英　会　話
（夜罰一ス）

簡単なあいさつはもちろん、海外小旅行でも困
らない程度の英会話入門教室です。

毎週火曜日
午後7：00～9：00

焼　　　　物
（夜コース）

手づくり作品を楽しみ、暮しを豊かに。炎の芸
術をあなたも。

臼　本　　画
絵筆を持ったことのない人のための日本画入門
教室で、基本の写生から技術を学びます。

男の料理
これからの時代「自立できなきゃ男じゃない」
「主夫」のための楽しい料理づくり。

第2・4火曜日
午後7：00～9：00

英　会　話
（昼璽一ス）

初心者を対象に、挨拶はもちろん、海外小旅行
での、様々な場面での英会話を学びます。

毎週水曜日
午後1：30～3：30

妻有の歴史
「妻有郷人物傅」（週報とおかまち社刊）をテキ

ストに、郷土の偉人について学びます。
第2・4水曜日
午後7：00～9：00

健康づく．‘」
健康が何より、「健康ウオーク」「食べる」「見る」

等バラエティーに富んだ内容で学習。
第2・4木曜日
午後1：30～3：30

璽　一・ラ　ス
楽譜が読めなくてもいいんです。うまくうたえ
なくてもいいんです。楽しみましょう。

第2・4・5金曜日

午後7：30～9：30

鯉高齢者学級噛
　　　●講座名 講座　内　容一 聴聞
全
体
学
習

一般教養
全体学習は、一般教養・健康たいそうなど学習。

※高齢者と交通・栄養と健康・地域を学びます。
第3火曜日
午前9：30～

健康たいそう
フォークダンス等をしながら親睦を深

め、健康の増進を図ります。
第1・3水曜日
午前9：30～

コ
　
：
　
ス
　
学
　
習

写　　真 撮影の基礎を学び、自然を表現します。
第2・4火曜日
午後1：30～

書　　道 書き付けなど、習字の基礎を学びます。
第2・4火曜日
午前9：30～

詩　　吟
吟詠の基礎を学び、詩の心を理解しま
す。

第2・4金曜日
午後1：30～

工　　芸 紙粘土で人形・花等を制作します。
第2・4金曜日
午後1：30～

園　　芸
通年で植物の栽培、差し木、継ぎ木、

病害虫の駆除、庭園の概念
第2・4金曜日
午前9：30～

手　　　芸
暮らしに役立つ、手作り作品を楽しみ
ます。

第1・3火曜日
午後1：30～

料　　理 電子レンジを使って料理を楽しみます。
第1・3金曜日
午前9：30～

グ
ル
ー
プ
学
習

俳　　　句
俳句をとおして、自然と心を表現しま
す。

第2・4火曜日
午後1：30～

生け花
生花の基礎を学び、心の豊かさを身に

つけます。

第1・3金曜日
午後1：30～

州　　柳
社会の動き、身のまわりの事に関心を

もち表現します。

第2・4水曜日
午後1：30～

■開級式　4月18日樹　午前9：30～11：30

　　　　開式行事・学習計画・自治会組織・記念講話

■期　問　平成9年4月～10年3月
■経　費　年間2，000円（入講料、自治会費）

　　　　連絡用ハガキ11枚

■対象者　60歳以上の人　　■問い合わせ　十日町市公民館へ。

馬

　心身にハンデを持つ青年を対象に、そばづく

りやレ！クリエーションなど楽しい内容で学習し

ます。高校生をはじめ、一般のボランティアも

同時に募ります。

　学習は月1回、主に日曜日の昼間です。

■と　き．4月20日（日）午後1：30～

■内　容　みんなで楽しくレクリエーションゲ

　　　　ームなどを行います。

■ところ　十日町市公民館（学校町1）

■経　費　入講料：年額1，000円

　　　　　（連絡用切手代）

■申し込み　十日町市公民館へ。

　レクリエーションボランティアサークル「ほ

ほえみ」では、幼児とその親を対象に遊びを通

して親子の体力作り、感性、社会性を養う「な

かよしランド」の会員を募集しています。

■と　き　4月8日㈹～毎週火曜日

　　　　午前10：00～11：00

■ところ　市民体育館（学校町1）

■対象　0歳～就園前の乳幼児と親

　　　　　（当日受付）

■会　費　1人1か月100円（おやつ、材料費代）

■問い合わせ　十日町市公民館へ。
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文
化
財
保
護
審
議
会
（
竹
内
道
雄
会
長
）
が
3
月
1
1
日
㈹
に
開
か

れ
、
入
山
の
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
ー
本
（
山
本
丑
松
氏
所
有
）
を
、
新
た

に
市
指
定
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
は
こ
れ
を
受
け
、
3
月
2
4
日
㈲
付
け
で
こ
の
物
件
を
市
の
文
化

財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
桜
は
、
入
山
集
落
西
側
の
通

称
“
ゼ
ン
マ
イ
平
”
に
あ
り
ま
す
。

低
木
の
二
次
林
（
ボ
イ
山
）
の
中
に

生
育
し
て
い
て
、
海
抜
は
約
3
5
0

　
m
で
す
。
樹
高
は
約
9
m
で
、
立
上

り
部
分
の
幹
周
り
が
4
m
7
8
㎝
あ
り

ま
す
。
地
上
6
0
㎝
あ
た
り
か
ら
2
枝

に
分
か
れ
、
枝
張
り
は
約
1
0
m
以
上

に
達
し
ま
す
。
樹
勢
も
盛
ん
で
、
毎

年
4
月
2
9
日
の
み
ど
り
の
日
ご
ろ
が

満
開
の
状
態
に
な
り
、
淡
い
色
の
花

が
咲
き
ま
す
。

　
こ
の
場
所
は
中
条
村
・
入
山
と
四

日
町
村
・
尾
崎
村
と
の
入
会
地
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
入
会
の
範
囲
を
め

ぐ
っ
て
中
条
村
と
紛
争
が
続
き
ま
し

た
。
中
で
も
、
宝
永
・
正
徳
年
間
（
1

7
0
4
年
～
1
7
1
6
年
）
の
山
争

い
は
、
幕
府
が
裁
定
す
る
ほ
ど
の
大

事
件
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
そ
の
境
に
生
え
て
い
た
1
本

の
若
木
に
双
方
の
代
表
が
話
し
合
っ

て
結
び
目
を
作
り
、
目
印
に
定
め
ま

し
た
。
約
2
8
0
年
前
の
出
来
事
で

，
す
。
そ
の
後
、
こ
の
桜
は
”
境
桜
”

あ
る
い
は
”
大
桜
”
、
”
苗
代
桜
”
な

ど
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

幼
樹
の
こ
ろ
結
ば
れ
た
結
び
目
は
、

大
木
に
な
っ
た
現
在
で
も
分
か
る
そ

う
で
す
。

　
種
名
の
は
っ
き
り
し
た
山
桜
と
し

て
は
県
内
最
大
級
の
も
の
で
す
。
ま

た
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
も
明
ら
か
な
、

た
い
へ
ん
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

職9鰻麟載庫「こだま号」をご利用ください
コース 巡回日 昼　　　間　　　コ　　　ー　　　ス　　　（敬称略）

張　　箇 第聾3
月曜日

珠　　　川
10：30～10：50

珠田分校

野　　　中
12：50～13：20

野中小学校

六箇山谷
14：00～14：30

山谷ふれあいセンター

田　　　麦
15：00～15：30

六箇小学校

北新田1
15：40～16：10

村山力宅前

耀　　条 第2・4
月曜国

漉　　　野
10：10～10：30

東下組小学校

下条本町
13：00～13：30

下条小学校

桑　　　原
13：40～14：10

みよしの湯

上新田1
14＝50～15：20

長寿広場前

下条本町
15：30～16：10

下条保育所

十日町 第難3火曜圖
赤　　　倉
10：20～10：40

赤倉小学校

本町6－3
13：00～13：30

子供広場

寿　町　4
13：45～14：15

寿北公園前

　島
14：30～15：00

住吉公園前

吉田山谷
15：20～15：50

吉田保育園

川　　治 第2蝿
火曜日

明　石　町
12：20～12：50

ジャルコ㈱田町工場前

池　之　平
13：15～13：45

八箇小学校

北新田3
14：00～14：30

大清建築前

川治中町
15：20～15：50

川治保育所
∫
ノ

4局14日㈲
　　から　　、
スター磐　／
します　！飛　　渡 第1・3

木曜瞬

焼　　　野
13：00～13：25

飛一小学校

山　新　田
13：35～14：00

飛二小学校

東枯木又
14：20～14：50

管理センター前

新　　　水
15：45～16：15

飛渡保育園

中　　条 第2・4
木曜國

四日町3
12二20～12：50

越後製菓㈱十日町工場

下　　　町
13：10～13：40

中条小学校

新　座　3
15：00～15：30

新座保育園

本　町　7
15：40～16：10

高架下駐車場

　、
　6”
…翻難　ぐよ
　麟　鋼灘

氷　　沢 第1鞠
金躍瞬

土　市　4
10：20～10：40

水沢小学校

馬　場　4
13：00～13：30

馬場小学校

伊　達　1
13：50～14：20

伊達公会堂

大黒沢東
15：40～16：10

森の保育園

吉　　田 第㍗4
金曜国

吉田山谷
10：20～10：40

吉田小学校

南　鐙　坂
13：00～13：30

鐙島小学校

鉢　　　2
13：45～13：55

真田小学校

名　ケ　山
14：40～15：00

名ヶ山小学校

南　鐙　坂
15：15～15：45

鐙島保育所

コース 巡回臼． 夜　聞　コ　ー　ス

夜聞①
養
第 1・3

火曜日

西　本　町
17：40～18：10

西小学校入口

四日町新田
18：20～18：50

市営住宅入口

四　日　町
19：00～19：30
大井田コミュニティセン外前

夜間②
第2・4
火曜日

谷　内　丑
17：40～18：10

市営住宅集会所前

美　雪　町
18：20～18：50

美雪公園前

春　日　町
19：00～19：30

春日公園
●国民の休日及び市側の都合により変更することがあります。
●学校へは学校の都合により変更することがあります。
●11月は文庫の回収のため、貸し出しは行いません。（11月は第1・第2週に運行）
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びの歌月喜みんなで歌おう

「フロイデ」

員募集1

第九♪合唱団

社会教育課（十日町市公民館内・暦57－5011）■問い合わせ

　
十
日
町
市
で
は
「
ア
ー
ト
＆
S
o
u
n

d
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

今
年
9
月
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
参
加

を
い
た
だ
い
て
、
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響

曲
「
第
九
」
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
演
奏
会
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

第
九
合
唱
団
「
フ
ロ
イ
デ
」
を
結
成
し
て

開
催
し
ま
す
。
「
フ
ロ
イ
デ
」
と
は
、
“
歓

喜
”
と
い
う
意
味
で
す
。
歓
喜
の
歌
「
第

九
」
を
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
　
9
月
2
8
日
㈲

■
会
　
場
　
市
民
体
育
館

■
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
新
潟
交
響
楽
団

■
指
揮
者
　
伊
藤
浩
史

■
ソ
リ
ス
ト

　
中
沢
　
桂
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
當
重
　
茜
（
ア
ル
ト
）

　
内
山
信
吾
（
テ
ナ
ー
）

　
箕
輪
健
（
バ
リ
ト
ン
）

■
応
募
資
格
　
中
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
、

　
市
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
結
構

　
で
す
。
高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
同
意

　
が
必
要
で
す
。

■
参
加
費
　
入
会
の
際
に
通
信
費
と
し
て

　
千
円
い
た
だ
き
ま
す
。
楽
譜
代
・
出
演

　
の
際
の
衣
装
は
個
人
負
担
で
す
。

■
練
習
日
程
　
4
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
午

　
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
、
市
民
会
館

　
ホ
ー
ル
。
指
導
者
の
都
合
に
よ
り
一
部

　
曜
日
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
4
月
3
0
日
ま
で
に
、
「
参
加

　
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

　
社
会
教
育
課
（
十
日
町
市
公
民
館
内
）

　
へ
。
受
付
時
間
は
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　
後
9
時
3
0
分
。

　
平
成
8
年
度
に
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
し
た
飼
育
者
個
人
に
は
注
射
済
票
交
付

申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
内
容
を
確
認

し
訂
正
部
分
は
赤
字
で
記
入
し
、
必
ず
押

印
し
都
合
の
よ
い
会
場
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
今
年
初
め
て
犬
の
登
録
及

び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
す
る
飼
育
者
は
、

各
会
場
で
申
請
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
犬
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
か
ら
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の
　
①
申
請
書
（
押
印
済

　
み
の
も
の
）
②
料
金
③
印
鑑
（
新
規
登

録
の
み
）

・
料
金
（
1
頭
に
つ
き
）
　
①
継
続
飼
育

　
者
（
平
成
8
年
度
に
犬
の
登
録
済
の
場

　
合
）
3
、
1
0
0
円
（
注
射
済
票
交
付

　
手
数
料
、
注
射
技
術
料
）

　
②
新
規
飼
育
者
（
初
め
て
登
録
す
る
場

　
合
）
6
、
1
0
0
円
（
鑑
札
交
付
手
数

　
料
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
、
注
射
技

術
料
）

※
宅
診
料
金
、
訪
問
料
金
の
場
合
は
集
合

　
注
射
料
金
以
上
に
な
り
ま
す
。

ー
大
の
散
歩
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ー

◎
散
歩
の
際
は
犬
の
糞
の
後
始
末
の
用
具

　
を
携
帯
し
、
糞
自
体
は
紙
で
包
み
燃
え

　
る
ご
み
と
し
て
、
屋
内
犬
用
ト
イ
レ
材

　
料
は
埋
立
て
ご
み
と
し
て
分
別
し
て
処

　
分
し
ま
し
ょ
う
。

〈平成9年度・犬の登録と狂犬病予防注射日程〉

◎
飼
い
主
不
明
の
犬
の
死
亡
事
故
が
増
え

　
て
い
ま
す
の
で
、
首
輪
に
は
鑑
札
を
付

　
け
ま
し
ょ
う
。

◎
死
亡
犬
は
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設

　
組
合
で
焼
却
で
き
ま
す
。
（
手
数
料
2
0

　
0
円
）

◎
犬
が
死
亡
ま
た
は
い
な
く
な
っ
た
ら
、

　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
ま
た
は
十
日

　
町
保
健
所
衛
生
環
境
課
（
盈
5
7
1
2
4

　
0
0
）
へ
。

期露 会　場　名 時　閥

4湘
㈱

十日町保健所
吉　田　集　会　所
十日町市就業改善

　　　センター
高　島　集　会　所
真　田　小　学　校

9＝30～11：30
13二30～13二50

14二〇〇～14二20

14二30～14：40

14二50～15＝00

鍵灘
㈱

下条地区公民館

　　上新田分館
下条地区公民館
東下組保育所
新水克雪センター
中条地区公民館
上　原　集　会　所

10二〇〇～10二20

10＝30～11＝00

11＝20～11二30

13二30～13＝50

14：10～14：50

15＝00～15＝20

翻鱗
㈱

十日町市市民体育館
羽　　根　　川　　荘

八　箇　小　学　校
赤　倉　小　学　校

10二30～11＝30

13：30～13二50

14＝20～14＝30

15＝00～15：10

翻董5
㈹

大井田コミュニ

　ティーセンター
野　中　小　学　校

水沢地区公民館
平　　　成　　　園

10＝30～11：30

13二30～13＝40

14二〇〇～15＝00

15：10～15＝30

慰鍵
㈱ 十日町市役所 9＝30～11：30

　　　　　　　　　　　♪β

プOミュージシャンによる

音楽クリニック開催

　昨年に引き続き教育委員会と十日町ア

マチュアバンド協会、十日町市民音楽協

会共催で、プロミュージシャンによる音

楽クリニックを開催します。郡市内の音

楽愛好家の日ごろの問題を解決し、なお

かつレベルアップを目標に、国内外で活

躍しているトップミュージシャンから直

接、楽器・理論・解釈等の講習を受ける

ものです。大勢の参加をお待ちしていま

す。

■と　き　4月12日ω午後6時～8時

）
　
　
般

～
　
　
一

分
　
　
　
、

30

館
生

時
民
校

5
公
高

：
市
　
、

付
町
生
料

受
日
学

（
十
中
無

　
ろ
象
料

　
　
こ
　
　
講

　
と
対
受

　
　
■
　
　
■
　
　
■

■講　師　ギター：松本喜代志、トラン

ペット：岡野等、べ一ス：池田芳夫、

　ドラムス：ジミー・スミス、ピアノ：

　田中裕士、サックス：藤原幹典

■その他　ピアノ、ドラムス以外の楽器

　は各自持参。

■模範演奏会　午後8時30分～講師によ

　り行われます。講習者でなくとも自由

に入場できます。もちろん無料です。

■申し込み　十日町市公民館へ。
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製
造
品
出
荷
額
等
大
幅
に
減
少

　
　
ー
平
成
8
年
工
業
統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
…
…

　
平
成
8
年
1
2
月
31
日
現
在
で
実
施
し
た
工
業

統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
所
数
（
5
7
3
）

　
金
属
製
品
が
2
事
業
所
、
パ
ル
プ
・
紙
・
紙

加
工
品
、
一
般
機
械
器
具
が
そ
れ
ぞ
れ
1
事
業

所
ず
つ
増
加
し
た
ほ
か
は
、
前
年
と
同
じ
か
減

少
で
、
全
体
で
は
前
年
に
比
べ
1
3
事
業
所
（
2
・

2
％
）
の
減
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
の
7

事
業
所
が
繊
維
工
業
品
で
占
め
ら
れ
、
平
成
3

年
以
降
、
依
然
と
し
て
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

従
業
者
数
嘗
．
7
暮
人
）

　
金
属
製
品
で
2
6
人
（
31
・
7
％
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
が
、
衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品

で
4
0
人
（
1
0
・
3
％
）
、
そ
の
他
の
製
品
で
1
5
人

（
8
・
6
％
）
、
食
料
品
で
1
0
人
（
2
・
3
％
）

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
繊
維
工
業
品
は
、
7

繊維
（48．9％）

　　　　　一般機械
　　　　　（2．7％

衣服・
その他の　　　その他
繊維製品　　　　（16・5％）

（2．7％）

　　　1

　窯　　　　　　　　　．蘂
　業　　　　　　　　、
　・　食料品　　　曇
　土　（7．5％）　　　繧誘
　石
　製
　品　　　　　電　気
（3．0％）　　（18．7％）

出機調査結果

事
業
所
の
減
に
対
し
、
従
業
者
数
は
1
人
の
減

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
全
体
で
は
、
前
年
に
比
べ
、
6
4
人
（
1
・
1

％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

製
造
品
出
荷
額
等
欝
4
ー
億
円
）

　
電
気
機
械
器
具
が
51
億
7
、
0
9
9
万
円
と

大
幅
に
減
少
し
、
全
体
と
し
て
は
4
7
億
3
、
1
6

9
万
円
（
6
・
9
％
）
の
減
で
6
4
1
億
7
、
1

1
5
万
円
に
な
り
、
平
成
3
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
構
成
比
を
み
る
と
、
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

繊
維
工
業
品
が
4
8
・
9
％
で
、
全
体
の
約
5
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

纏銘
事業所数 織機の濤数
簿蔭 8隼 離繭礁

譜減数
鮮礁 葛集

、鱗鹸蒋

謄減数

総数 183 165 △18 186 167 △19

帯日町 17 15 △　2 19 15 △　4

索条 47 43 △　4 47 44 △　3

翔治 25 25 0 25 25 0
六箇 3 2 △　1 3 2 △　1
吉圏 30 28 △　2 31 29 △　2

藁条 43 37 △　6 43 37 △　6

永沢 18 15 △　3 18 15 △　3

工業統計調査結果速報（概数）

産業幣分類
事　業　所　数 従業著数　鱗） 製造晶　畿蒲額等　　1万周）

7集 8年 対髄年
増減数
対前集
増減地
構成髭 襟箏 8年 耕前集

増減数
慰萬鶏
増減蝿
構成髭 7　年 8　隼 溝繭隼増減数

対欝年
増減銘
構成銘

総　　　　　　　数 586 573 △13 △2．2 100．0 5，822 5，758 △64 △1．1 100．0 6，890，284 6，417，難5 △473，169 △6．9 100．0

食　　　料　　　晶 29 28 △　1△3．4 4．9 426 416 △10 △2．3 7．2 471，581 4呂3，159 11，578 2．5 7．5

飲料・淺ば護・飼料 1 重 0 0 0．2 X 叢 X X X X 澱 X X X
繊　維　墨　業　晶 393 386 △　7△1．8 67．4 2，844 2，843 △　1 0．0 49．4 3，198，331 3，玉40，509 △　57，822 △1．8 48．9
講服・簗の弛の繊維製晶 21 20 △　　1 △4．8 3．5 389 349 △40 △10．3 6．1 164，412 ユ72、138 7，726 4．7 2．7

講材・木製品 10 9△　1△10．0 1．6 30 28 △　2△6．7 0．5 23，418 20，283 △　　3，135 △13．4 0．3

家熱　・装飾晶 18 17 △　1△5．6 3．0 96 95 △　1△1．0 1．6 89，318 91，2難 1，893 2．1 1．4

㌶遊プ・紙・紙茄鑑晶 1 2 1 100．0 0．3 X 叢 X X X X x X X X
畿版・印刷・圃関連晶 9 7△　2△22．2 1．2 81 雛 0 0．0 1．4 93，173 85．51蒸 △　　7，662 △8．2 1．3

維掌歪業製晶 1 1 0 0 0．2 X 叢 X X X X x X X X

灘灘叢騰繋銘製鹸 3 3 0 0 0．5 24 窪3

△　1△4．2 0．4 23，669 23，410 △　　　259 △1．1 0．4

謬　　ム　　製　　鹸 2 盆 0 0 0．3 X 翼 X X X X x X X， X
嶽磁移叢・圃製晶・毛幾 2 窪 0 0 0．3 X x X X X X 澱 X X X

窯業・出羅製晶 8 8 0 0 1．4 120 難3 △　7△5．8 2．0 187，818 玉92．833 5，015 2．7 3．0

鉄　　　　　　　鋼 1 玉 0 0 0．2 X 澱 X X X X 澱 X X X
諜　　鉄　　謹　　属 1 玉 0 0 0．2 X 叢 X X X X 難 X X X
畿　　属　　製　　贔 8 10 2 25．0 1．7 82 玉08 26 31．7 1．9 79，957 12β．欝3 46，196 57．8 2．0

一般機械羅具 14 15 1 7．1 2．6 140 139 △　1△0．7 2．4 158，131 錦2，2玉6 14，085 8．9 2．7

電戴機械雛漿 38 3署

△　1△2．6 6．5 1，122 玉，雛5 △　7△0．6 19．4 1，715，029 玉，鐙了、930△517，099 △30．2 18．7

輸送驚機械羅奨 5 4△　1△20．0 0．7 X x X X X X 儀　　　　叢 X X X

精密機械羅具 1 玉 0 0 0．2 L　X 難 X X X X x X X X

その他の製翻 20 鰺 △　2△10．0 3．1 174 玉5駐△15 △8．6 2．8 133，876 1玉4，649 △　19，227 △14．4 1．8

麗　　　の　　　謙 294 289 △　5△1．7 5．0 551，571 5⑨7，1ま3 45，542 △8．3 9．3

〈注〉平成8年数値は概数のため、後日県及び国が公表する確定数とは異なることがあります。Xは公表を差し控えたものです。
　　数字の単位未満は四捨五入しているため、合計の数字と内訳の計が一致しない場合があります。
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講騒，灘

　蓼醜

スビードと爆笑のペルナティオ
　『第1回スノーチュービング日本選手権大会inベルナ

ィオ』が3月9日（日）、当間高原リゾートで開かれました。

タイムトライアル部門（男子の部、女子の部、小学生の

部）に156人、パフォーマンス部門に17チrム60人、計216

人の選手が県内外から参加。雪模様にもかかわらずスピ

ード感あふれるトライアル部門、心底笑えるパフォーマ

ンス部門に会場は盛り上がりました。成績5位までを紹

介します（敬称略）。

第1回スノ岡チュービング日本選手権大会

順位 選　　手　　名 記録
霊 水落　　靖（四日町新田2） 26．64秒

2 小海　　　洋（原） 27．87

3 池田克也（北新田2） 28．07

4 上村光夫（津南町） 28．40

5 和田卓也（峠） 28．97

順位 選　　手　　名 記録

1 山口直起（馬場2） 31．62秒

2 庭野航介（高田町1） 34．85

3 宮沢友子（小黒沢） 38．17

4 徳永達成（北新田1） 38．37

5 原　　準也（千歳町） 38．48

〈女子の部〉

窯

順位 選　　手　　名 記録

1 志賀清美（松之山町） 26．44秒

2 佐藤晴美（高山3） 28．99

3 熊木ルミ子（稲荷町2） 29．59

4 南雲佳子（川西町） 30．54

5 藤ノ木信子（中里村） 31．09

襲
翻

感

講

家
族
と
障
害
者
が
共
通
の
思
い
確
認

　
平
成
8
年
度
三
魚
沼
精
神
障
害
者
家
族

交
流
会
が
3
月
4
日
㈹
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
開

か
れ
、
関
係
者
1
5
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
交
流
会
は
、
障
害
者
の
皆
さ
ん

の
家
族
同
志
が
互
い
に
支
え
合
う
た
め
の

学
習
と
、
障
害
者
本
人
の
生
活
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
に
、
本
人
の
意
見
を
踏
ま

え
て
家
族
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
考

え
よ
う
と
、
十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
精
神

障
害
者
家
族
会
連
絡
協
議
会
（
佐
藤
一
男

会
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
午
前
中
は
、
『
家
族
会
と
家
族
同
志
の
支

　　　　　　　　　　　　　　　　　家1　　　　　　　　　　　　　　簾　　　　　　　　　　　　　障　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　蒲　　　　　　　　紹　　　　簸

麹
　　、

醤藍、
鑑

　
　
　
　
嬬
饗
簾

膿
謹
．
・

3熊沼家族交流禽

え
合
い
に
つ
い
て
』
の
全
体
会
が
行
わ
れ
、

「
家
族
会
が
家
族
を
支
え
る
場
と
な
っ
て

行
政
へ
声
を
伝
え
て
い
こ
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
も
っ
と
家
族
同
志
が
知
り
合
う
た

め
の
集
ま
る
場
を
継
続
し
て
い
こ
う
」
と
、

意
見
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
『
将
来
の
生
活
や
夢
』
『
生

活
し
て
い
く
う
え
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
』
に
つ
い
て
、
家
族
や

本
人
が
同
じ
場
で
発
言
す
る
と
い
う
初
の

試
み
で
パ
ネ
ル
ト
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
の
「
家
族
が
話
し
か
け

る
と
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
う
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
本
人

か
ら
は
「
干
渉
し
す
ぎ
ず
に
困
っ
た
時
に

指
示
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
考
え
さ
せ
ら

れ
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
「
家
族
一
人
で
支
え
る
こ
と
も
、

本
人
一
人
で
耐
え
る
の
も
大
変
で
あ
り
、

地
域
で
支
え
合
う
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
家
族
の
役
割
と

し
て
期
待
し
す
ぎ
な
い
こ
と
。
無
理
を
さ

せ
な
い
で
今
の
生
活
を
認
め
る
こ
と
」
「
個

人
、
個
人
が
大
切
で
あ
る
」
な
ど
、
多
く

の
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

心
温
ま
る
車
椅
子
と
桜
草
の
鉢
植
え

　
下
条
地
区
青
少
年
育
成
会
（
大
嶋
繁
会

長
）
の
下
条
中
、
下
条
小
、
東
下
組
小
の

生
徒
・
児
童
の
代
表
が
3
月
6
日
㈲
、
地

元
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」

を
訪
れ
て
、
車
椅
子
2
台
と
花
の
鉢
植
え
、

し
し
ゅ
う

刺
繍
絵
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
同
育
成
会
で
は
、
福
祉
施
設
に
車
椅
子

を
贈
ろ
う
と
平
成
6
年
度
か
ら
空
缶
回
収

活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
4
回

の
活
動
を
行
い
、
5
、
1
5
0
㎏
（
ス
チ
ー

ル
缶
3
、
3
6
0
㎏
、
ア
ル
ミ
缶
1
、
7
9

0
㎏
）
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

20
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劫
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ス
　
　
　
　
る
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ソ
　
　
　
　
捨
オ

　
マ
　
　
劫
わ
イ

名
－
　
　
ら
追
テ

　
　
秀
　
　
女
爬
ナ

副
誌
難

ム
抽
⑲
ち
依
ム

　
　
　
　
　
　
も
ん
　
！

　
　
　
ム
姫
い
し
チ

　
　
　
ー
蓼
へ

　
　
ー
チ
白
　
　
ム

Φ
　
　
玉
　
　
ム
！

獣
嘆
薪

ス
チ
物
チ
ー
和

　
ツ
　
マ
　
ノ
　
　
ズ
　
　
て
て

岡
響
，
、

第3位　　難　　～
磯

麟’　　　，霧
難P試蒙’　　鴇

醗一　翻瀦

待
た
れ
る
開
通
は
平
成
12
年
度
予
定

　
　
　
　
　
国
道
2
5
3
号
、
吉
田
地
内
の
浅
河
原
調
整
池
沿
い
を
貫

娠称）樽沢トンネル貫通

く
（
仮
称
）
樽
沢
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
が
3
月
1
4
日
樹
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
田
市
長
、
稲
葉
県
道
路
建
設
課
副
参
事
は

じ
め
県
や
施
工
業
者
、
地
元
関
係
者
が
見
守
る
な
か
貫
通
の

儀
の
ス
イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
n
時
5
分
、
前
方
の
視
界
が
開
け

ま
し
た
た
。
同
ト
ン
ネ
ル
は
十
日
町
市
と
上
越
市
問
の
最
後

の
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
平
成
3
年
度
か
ら
本
格
的
な
工
事
が
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
全
長
9
8
0
暦
、
車
道
6
暦
、
設
計
速
度

は
時
速
4
0
キ
。
の
構
造
規
格
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
内
の
残
工
事
と
ト
ン
ネ
ル
を
出
て
か
ら
の
工
事

が
残
っ
て
い
る
た
め
、
待
た
れ
る
開
通
は
1
2
年
度
の
予
定
で

す
。
開
通
後
は
、
調
整
池
沿
い
の
狭
く
曲
が
っ
た
道
路
を
通

ら
ず
に
す
み
、
ま
た
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
幅
1
・
5
材
の
自
転

車
・
歩
行
者
道
も
整
備
さ
れ
、
大
雨
や
大
雪
の
時
な
ど
、
安

全
に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　A一
～■一

一㎜
㎜　隅　w　闘一　　㎜㌔㎜㎜㎜

車
椅
子
は
、
処
理
業
者
か
ら
引
き
取
っ
て

も
ら
っ
た
代
金
と
市
の
空
缶
回
収
奨
励
金

で
購
入
し
た
も
の
で
、
昨
年
度
に
続
い
て

2
回
目
の
寄
贈
と
な
り
、
合
わ
せ
て
4
台

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
下
条
中
生
徒
か
ら
目
録
が
、

下
条
小
・
東
下
組
小
の
児
童
か
ら
ピ
カ
ピ

カ
の
車
椅
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

下
条
小
の
環
境
委
員
会
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
桜
草
4
0
鉢
、
下
条
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

委
員
会
が
作
り
上
げ
た
刺
繍
絵
1
額
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
温
か
い
思
い
が
込
め
れ
た

車
椅
子
は
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
に
大

事
に
使
わ
れ
、
ま
た
桜
草
は
各
部
屋
に
配

ら
れ
、
刺
繍
絵
は
皆
さ
ん
が
集
ま
る
ホ
ー

ル
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

窒缶回収で寄贈

早
春
の
一
夜
、

　
ア
ー
ト
＆
S
o
u
n
d
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
十
日
町
市
民
音
楽
協
会
タ
ク

ト
が
誕
生
（
平
成
7
年
）
し
て
以
来
、
タ

ク
ト
と
市
の
共
催
に
よ
り
、
一
昨
年
は
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
よ
し

京
混
成
合
唱
団
、
昨
年
は
「
和
波
孝
禧
＆

い
ず
み
ご
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」
の
公
演
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

爽
快
な
サ
ツ
ク
ス
盲

マルタ潰葵全開

そ
し
て
今
年
は
3
月
8
日
ω
に
、
ジ
ゼ
ズ

フ
ユ
ー
ジ
ョ
ン
界
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー

「
M
A
」
T
A
＆
フ
ェ
リ
ー
シ
ア
」
の
演

奏
会
が
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ン
つ

た
。
早
春
の
一
夜
、
そ
の
爽
快
な
サ
ッ
ク

ス
の
演
奏
は
幅
広
い
年
齢
層
の
3
0
0
人

の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
演
奏
曲
目
は
、
マ
ル
タ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ナ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
”
T
A
K
E
5
”
”
青

い
影
”
”
枯
葉
”
“
ス
パ
イ
大
作
戦
”
の
メ

ド
レ
ー
な
ど
、
ジ
ャ
ズ
フ
ユ
ー
ジ
ョ
ン
や

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
の
名
曲
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
陽
気
な
ト
ー
ク
、
客
席
に
降
り
て
演
奏

す
る
気
さ
く
さ
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

に
よ
る
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
に
観

衆
は
大
満
足
で
、
い
つ
ま
で
も
ア
ン
コ
ー

ル
の
拍
手
を
送
り
続
け
ま
し
た
。
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雛
難
馨処

錦
魑御
一

撚

　　　　　　　　　　　

毒瞳．．、．、．．．、．

　
3
月
1
5
日
ω
・
1
6
日
㈲
、
越
後
妻

有
郷
観
光
協
議
会
（
中
魚
沼
・
東
頸

城
の
6
市
町
村
で
組
織
、
会
長
は
本

田
市
長
）
と
J
R
東
日
本
新
潟
支
社

が
提
携
し
た
『
え
ち
ご
妻
有
郷
秘
湯

塾
』
に
、
首
都
圏
か
ら
約
2
0
0
人

が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
首
都
圏
の

皆
さ
ん
に
、
雪
国
の
冬
の
生
活
や
伝

統
的
な
行
事
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら

い
な
が
ら
地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を

深
め
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
に
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、
昨
年
か
ら

始
め
た
広
域
観
光
活
動
で
す
。
ク
ロ

ス
ー
0
で
の
開
講
式
後
、
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
希
望
市
町
村
の
出
迎
え
を
受

け
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
「
思
い
っ
き
り
雪
遊

び
コ
ー
ス
」
に
は
、
家
族
連
れ
や
若

い
友
達
グ
ル
ー
プ
8
1
人
が
参
加
（
昨

年
は
71
人
）
。
ニ
ツ
屋
の
旅
館
に
分
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
羅
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
塾
て

　
　
　
　
　
　
　
　
湯
も

　
　
　
　
　
　
　
　
穂
の

　
　
　
　
　
　
　
　
鵯
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
郷
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
有
る

　
　
　
　
　
　
　
　
妻
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
お
が

　
　
　
　
　
　
　
　
え
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交

し
、
そ
り
遊
び
、
そ
ば
作
り
、
ほ
ん

　
　
　
　
　
も
ち

や
ら
ど
う
、
餅
つ
き
な
ど
を
体
験
し

た
り
、
郷
土
料
理
や
雑
煮
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
お
に
ぎ
り
、
地
酒
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
“
も
て
な
し
の
心
”
に
も
触
れ
、

た
く
さ
ん
の
交
流
の
芽
生
え
が
期
待

さ
れ
る
2
日
問
で
し
た
。

即麟貯饗閥

懸鰭．鎖

轟

　　　　　　　　　　　　　　　　　『親
　　　　　　　　　　　　　　謙
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　舳灘　　　　　　　　　灘

　　　　　　垂灘1

　　　　　　

　　　灘嚢i繭
雛
鳳

　』灘雛難　
　　』灘’1、鷺

　　　謹、　　　難襲
．聾懸
鞭麟・

　・鋼謄

野乱接…罫

誌難蝋講く．棚
誌
　一

　『　■

2
0
0
人
が
ま
ち
を
語
り
合
う

『
お
ら
ど
こ
の
魅
力
再
発
見
』
と

題
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
3
月
1
6
日
㈲
、
ラ
ポ
ー
ト
十
日

町
で
開
か
れ
ま
し
た
。
よ
り
深
く
地

域
の
魅
力
を
見
つ
め
直
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

圏
域
6
市
町
村
（
十
日
町
市
、
津
南

町
、
川
西
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、

松
之
山
町
）
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に

思
い
を
寄
せ
る
2
0
0
人
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
午
前
は
全
体
会
「
い
っ
し
ょ
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
6
人
の
パ

ネ
ラ
ー
が
妻
有
郷
・
松
之
山
郷
へ
の

思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ

ー
は
、
こ
の
圏
域
に
思
い
を
寄
せ
る

北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
（
東
京
都
在
住
）
、

山
口
律
子
さ
ん
（
新
津
市
在
住
）
、
圏

域
に
移
り
住
ん
だ
島
田
有
介
さ
ん
（
横

浜
市
か
ら
津
南
町
へ
）
、
宮
崎
伸
夫
さ

ん
（
土
浦
市
か
ら
中
里
村
へ
）
、
圏
域

の
パ
ワ
フ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
太
田
祐
子

さ
ん
（
十
日
町
市
）
、
村
山
達
三
さ
ん

（
松
代
町
）
で
す
。

　
「
郷
土
の
輝
き
が
ま
ち
や
む
ら
お

こ
し
の
原
動
力
で
、
悲
観
や
批
判
か

ら
は
何
も
生
ま
れ
て
こ
な
い
」
「
自
分

の
所
の
良
さ
は
外
に
出
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
」
「
雪
が
あ
り
、
人
情
が

あ
り
、
よ
そ
者
に
優
し
い
ま
ち
が
気

に
入
っ
た
」
「
豊
か
な
自
然
の
中
で
自

分
の
作
っ
た
物
が
食
べ
ら
れ
る
。
こ

ん
な
ぜ
い
た
く
な
こ
と
は
な
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

づくりシンポち
轍
響

ま
　
　
　
　
　
鍵
嚢
∞
∞
灘
鍵
難
■

　
ま
た
、
ほ
く
ほ
く
線
に
つ
い
て
は

「
物
が
人
を
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
、
い

が
人
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
結
論
づ
け
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
別
れ
て
分
科
会
「
み
ん
な
で
ト
ー

キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
雪
、
農
業
、

食
、
行
政
と
議
会
、
文
化
芸
術
、
姉

妹
都
市
交
流
、
圏
域
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
に
つ
い
て
、
広
域
連
携
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

と
で
ど
の
よ
う
に
地
域
お
こ
し
に
活

か
し
て
い
く
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
第
1
分
科
会
で
は
、
雪
が
降
る
こ

と
の
欠
点
を
逆
に
利
点
と
す
る
事
例

を
話
し
合
い
、
広
域
的
な
活
性
化
に

つ
な
げ
る
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
第
2
分
科
会
で
は
、
女
性
農
業
者

が
農
村
の
持
っ
て
い
る
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
打
破
し
、
新
し
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
実
践
例
を
も
と

22



　成人病予防活動に貢献
　側）新潟県成人病予防協会30周年記念大会が3

月24日（月）、ホテル新潟で開かれ、富田三郎さん

が県知事表彰￥大島義隆さんが県成人病予防協

会長表彰を受けられました。

奪　　．　　富田三郎さん（神明町．72歳）

養

　昭和33年12月に富田医院を開業し、38
　年間地域医療のため市民の治療に努めて
　います。45年から保育所嘱託医、47年か
畷　ら学校医として健康診断に従事し養護教

糠尊1轄齢轍離羅講
　等を27年間歴任。

大島義隆さん（川原町・68歳）

昭和32年10月に大島医院を開業し、37

年間地域医療のため市民の治療に努めて

います。32年から学校医、45年から保育

所嘱託医として健康診断に従事し養護教

諭、保健婦の指導・相談役を努めていま

す。十日町市・中魚沼郡医師会長、理事

等を16年間歴任。

永年にわたり成人病予防活動等に努め、市民の健康水

準の向上と意識高揚に多大の功績をあげているほか、十

日町市・中魚沼郡医師会の会長や理事、魚沼胃集検協議

会の読影医師として、地域保健医療の向上に貢献してき

ました。

また魚沼胃集検協議会の設立（昭和42年8月）以来、

現在に至るまで富田先生は29年間、大島先生は28年問、

一貫して間接フィルムの読影を担当し、胃がんの早期発

見に寄与するとともに、胃検診事業を通じて成人病予防

の啓発活動を積極的に進め、受診率の向上に努めてきま

した。

消防団活動に貢献
平成8年度消防庁長官定例

表彰が3月24日（月）、県庁で開

かれ￥永年勤続功労章を受け

られました。

宮入　清さん（宮下町東・5g歳）

昭和39年5月に市消防団の団員になって以来、54年5

月に消防団の班長、59年4月に部長、平成元年4月には

消防団本部分団の副分団長、8年4月から分団長を努め

ています。この間、火災や水害、救助など多くの緊急時

活動に出動するとともに、防火意識の普及、団員の指導

育成に努めてきました。

　「忘れることのできない火災や水害があります。火災

は人災ですから、一人ひとりが注意すれば防げるもので

す。皆きんへのお願いは、火の用心はもとよりですが、

活動力のある若い人たちからぜひ、団員になっていただ

きたいと願っているんです」と話していました。
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、
癌
．
誰
鐸
　
硫
繋
購

　
雪
と
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
子
供
た
ち

は
、
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
わ
ら
細
工
や
竹

細
工
作
り
な
ど
、
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
で
き

て
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
だ
け
で

な
く
大
人
の
私
た
ち
も
十
分
に
楽
し
め
る
企
画
で
、

ま
た
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
所
で
、
お
い
し
い
山
菜
が
取
れ
る
ん
で

す
ね
。
春
も
す
ば
ら
し
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
￥
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ん
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
さ
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
恵
好
暁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贔
蟻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
り
・
・
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
綿
獣
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
車
弓
合
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の
真
百
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
車
藤
田
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
電
斎
増
4

キ
ノ
ト
ウ
や
山
菜
な
ど
、
季
節
の
物
が
と
っ
て

い
し
か
っ
た
で
す
〃
そ
ば
作
り
は
貴
重
な
体
験

た
。
作
る
の
が
あ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
い
ま

で
し
た
〃
こ
こ
に
咲
く
二
千
年
蓮
を
ぜ
ひ
見
に

い
と
思
い
ま
す
〃
地
域
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
親

、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
〃
温
泉

く
て
き
れ
い
で
、
の
ん
び
り
で
き
ま
し
た
。
肌

ル
ツ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

に
、
明
る
い
農
業
の
展
開
を
探
り
ま

し
た
。

　
第
3
分
科
会
で
は
、
地
域
の
食
文

化
が
本
物
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

農
村
が
各
界
と
連
携
を
と
っ
て
環
境

を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
4
分
科
会
で
は
、
行
政
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
行
政
、

議
会
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か
り

し
た
理
念
を
持
っ
て
対
等
な
形
で
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
さ
ん

論
で
き
る
よ
う
、
自
己
研
鐙
す
る
必

要
が
あ
る
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
5
分
科
会
で
は
、
伝
統
芸
能
や

日
常
の
文
化
活
動
は
広
域
の
共
有
す

る
財
産
で
あ
り
、
広
域
連
携
に
よ
っ

て
守
り
、
育
て
、
伝
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
6
分
科
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
は

民
問
・
個
人
レ
ベ
ル
で
交
流
す
る
こ

と
が
真
の
姉
妹
都
市
交
流
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
7
分
科
会
で
は
、
人
を
活
か
し

た
活
動
を
す
る
た
め
に
、
中
心
と
な

る
事
務
局
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
が
地
域
づ
く
り
に
不
可
欠
だ
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
分
科
会
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
会

「
み
ん
な
で
シ
ン
キ
ン
グ
」
、
参
加
者

同
志
の
自
己
紹
介
や
親
ぼ
く
を
図
る

交
流
会
「
わ
い
わ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」

が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
熱
い

雰
囲
気
の
中
で
丸
一
日
の
日
程
を
終

わ
り
ま
し
た
。



TOKAMACHl
まちの声，みんなの声

　　　　　　　●
　今月のテーマは、「十日町を去り行く

人へ一言」です。

夢
と
希
望
を
も
っ
て

　
　
　
　
や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

．
』

小杉軍平・末子さん（四日町4）

　
春
か
ら
3
人
兄
弟
の
末
っ
子
が
、

十
日
町
を
離
れ
ま
す
。
東
京
の
会
社

で
、
J
R
関
係
の
ダ
ム
や
発
電
所
、

警
報
機
な
ど
の
保
全
と
管
理
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
経
営
も
し

っ
か
り
し
て
い
る
会
社
な
の
で
、
生

活
が
苦
し
い
と
い
う
心
配
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ほ
く
ほ
く
線
が

　「転入者から見た十日町市の印象」

　春は進学・就職といった人生の節目

でもあります。妻有の里の草木が一斉

に芽吹くこの季節に転入された人の十

日町市の印象を教えてください。市外

からの転入者の感想も大歓迎です。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　4月10日㈲までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
2
時
問
で

東
京
へ
行
く
こ
と
が
で
き
、
1
日
で

東
京
を
往
復
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
精
神
的
な
距
離
も
短
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
都
会
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
、

い
ろ
ん
な
誘
惑
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

会
社
の
同
僚
と
麻
雀
を
覚
え
る
程
度

は
良
い
と
し
て
も
、
悪
い
道
に
だ
け

は
け
っ
し
て
進
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
素
直
な
だ
け
で
な
く
、
悪

い
誘
い
を
避
け
る
知
恵
も
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
な
た
は
、
中
学
は
野
球
、
高
校

は
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
、
苦
し
い
こ

と
も
体
験
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
、

苦
し
い
と
き
に
必
ず
役
に
立
つ
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
明
る
い
性
格

の
ま
ま
、
人
の
目
を
見
て
話
せ
る
人

間
で
い
て
く
だ
さ
い
。

今春、ほくほく線に乗って進学・

就職先へ向かう人が大勢います。

さ
ん
母
さ
ん
二
人
で
夫
婦
げ
ん
か
で

も
し
よ
う
か
と
、
話
し
て
笑
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。

　
最
後
に
一
言
、
人
並
み
で
す
が
、

「
健
康
が
第
一
、
夢
と
希
望
を
持
っ

て
や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
い

ま
す
。

　
友
人
が
遊
び
に
来
て
、
に
ぎ
や
か

だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
が
い
な

く
な
る
と
、
家
の
中
が
静
か
に
な
り

さ
び
し
い
気
が
し
ま
す
。
今
度
は
父

⑫　　いちぱんいいて

横浜市港北区綱島東4－9－23（市内水野町出身・64歳）

岡村チヨさん
（大好き十日町会会員）

繍
．
・
鞭

　
上
京
し
て
4
0
年
余
り
、
思
え
ば
昭
和
2
8
年
に

十
日
町
文
化
服
装
学
院
（
現
在
の
十
日
町
服
飾

専
門
学
校
）
へ
、
ロ
ン
グ
の
フ
レ
ア
ー
ス
カ
ー

ト
に
身
を
ひ
る
が
え
し
な
が
ら
通
っ
た
こ
と
を

こ
の
間
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
母
校
の
中

林
先
生
が
洋
装
学
校
教
員
資
格
認
定
証
を
わ
ざ

わ
ざ
自
宅
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
と
き
の
感

激
は
、
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
素

材
が
豊
富
で
は
な
く
、
将
校
マ
ン
ト
を
リ
フ
ォ

ー
ム
し
て
洋
服
を
作
り
、
あ
ま
り
の
生
地
の
固

さ
に
指
に
穴
が
あ
い
た
、
あ
の
痛
さ
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　
私
は
ど
ん
な
高
価
な
宝
石
よ
り
も
大
切
な
も

の
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
通
学
し
て
い
る
と

き
に
母
の
針
箱
の
中
か
ら
見
つ
け
た
指
抜
き
を
、

今
も
一
日
も
欠
か
す
こ
と
な
く
自
分
の
指
に
つ

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
明
治
時
代
の
手
作
り
の

も
の
で
、
と
て
も
よ
く
指
に
馴
染
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
は
い
つ
も
母
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。　
せ
っ
か
く
洋
裁
に
青
春
を
か
け
た
の
だ
か
ら

無
駄
に
し
た
く
な
い
と
い
う
願
望
を
持
ち
続
け
、

今
も
な
お
新
宿
の
文
化
服
装
学
院
に
席
を
お
き

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
1
月
2
2
日
、
白
川
自
治
大
臣
就
任
祝
賀
会
に

参
加
し
、
閉
会
の
「
し
め
」
を
仰
せ
つ
か
り
「
ば

ん
ざ
い
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
人
生

の
思
い
出
の
一
ぺ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

　
ほ
く
ほ
く
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
ま
す
ま
す

十
日
町
市
が
発
展
す
る
こ
と
を
祈
り
続
け
て
い

ま
す
。
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21

世
紀
を
担
う
世
代

　
　
　
　
お
お
い
に
は
ば
た
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
欝
轟
灘
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
4
月
は
人
の
移
動
の
季
節
。
そ
の

中
で
も
旅
立
ち
や
別
れ
と
い
う
人
生

の
節
目
を
迎
え
る
と
き
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
家
は
、
昨
年
長
女
が
東
京
へ
、

今
年
は
長
男
が
飛
騨
高
山
へ
と
、
己

れ
が
決
め
た
進
路
を
進
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
昔
は
、
「
か
わ
い
い
子
に

は
旅
を
さ
せ
よ
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

昨
今
は
、
親
が
旅
仕
度
を
は
じ
め
る

前
に
、
子
供
た
ち
自
ら
進
路
を
見
い

出
す
時
代
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
そ
ん
な
中
で
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
親
が
体
験
す
る
よ
う
に
、

私
た
ち
夫
婦
も
不
安
や
心
配
を
募
ら

せ
な
が
ら
も
、
子
供
た
ち
を
送
り
出

し
ま
す
。

　
「
健
康
に
注
意
を
」
と
、
心
配
す

る
の
は
親
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
次
の
こ
と
を

心
が
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

①
人
生
は
山
あ
り
谷
あ
り
、
だ
け
ど

　
す
べ
て
プ
ラ
ス
思
考
で
い
く
こ
と
。

②
友
達
は
広
く
多
く
、
全
国
区
で
付

　
き
△
口
う
こ
と
。

③
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
「
人
」
で

　
あ
り
「
情
」
で
あ
る
こ
と
。

④
青
春
は
二
度
と
訪
れ
な
い
か
ら
、

　
．
繋
聡

　
自
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
階
し

　
み
し
な
い
で
、
全
力
で
あ
た
る
こ

　
と
。

⑤
時
折
、
「
雪
国
ふ
る
さ
と
十
日
町
」

　
を
思
い
、
郷
土
を
宣
伝
す
る
こ
と
。

な
ど
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
子
供
た
ち
が
、
郷
里
を
離

れ
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
親
た
ち
は
、

力
を
つ
け
て
帰
っ
て
来
る
こ
と
を
念

じ
つ
つ
。
全
国
に
、
21
世
紀
を
担
う

世
代
を
は
ば
た
か
せ
ま
し
ょ
う
。

吉
弩
遁
グ
企
ヴ
ー
4
⑳

羅

　
　
　
鮮
・
　
噸
．

黙
．

仕實欝嘉厚轟難藁鞭麓忍
す。「スーパーの女」がお薦めです。洋画は日

本語の吹き替えより字幕が好きです。「ツイス

ター」がおもしろかったですよ。借りてくだ

さいね。

性驚夏簿蓄砦隼玉艶顛
一ボードをしています。マウントパークによ

く行きます。前月号の高橋さんよりはうまい

かな（？）。雪の無いときは、愛車ホンダのC　B

スパーフォアでツーリングをしています。一

昨年秋に購入しました。友人たちと遠出しよ

うと話合っているのですが、勤務の都合でな

かなか行けないのが、ちょっと残念なのです。

市霧懇膿驚書暮轟
は分かりません。大人になったら、あのときだ

ったのかなと、思うんじゃないかと思います。

※このコーナーに登場していただける人を募集していま

す。希望者は企画人事課広報広聴係へ連絡ください。

　　　　〆　　　　ルヘク　　　ぐを　　　　ドも　ヘ

o　，！　！
ト　 禰岬！ぜ

短噂
十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

智
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

ほ
く
ほ
く
線
が
運
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
交
流
の
芽

　
平
成
8
年
度
も
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
比
較
的
暖
か
い
日
が

続
き
、
桜
の
話
題
が
春
本
番
の
近

い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
J
R
の
電
車
内
に
、
「
北
陸
新

線
」
と
い
う
こ
と
で
、
ほ
く
ほ
く

線
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
潟
県
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

車
内
広
告
も
あ
り
、
“
と
お
か
ま
ち
”

も
載
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地

元
で
「
ほ
ん
や
ら
ど
う
」
と
か
「
ほ

う
り
ん
ど
う
」
と
呼
ぶ
も
の
を
、

勝
手
に
“
か
ま
く
ら
”
と
し
て
い

る
の
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
地
元
で
は
、
ほ
く
ほ
く
線
の
開

業
と
い
う
こ
と
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
る
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

事
務
所
で
も
、
お
客
さ
ん
と
の
話

題
は
、
ほ
く
ほ
く
線
が
中
心
で
す
。

先
日
、
他
所
の
主
催
す
る
新
潟
の

P
R
（
新
潟
に
縁
の
あ
る
企
業
な

ど
8
0
社
が
出
席
）
に
出
席
し
、
こ

れ
に
便
乗
さ
せ
て
も
ら
い
、
ほ
く

ほ
く
線
や
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
（
リ

ゾ
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
ビ
レ
ッ
ジ
）

な
ど
の
P
R
を
し
て
き
ま
し
た
。

効
果
的
な
宣
伝
と
い
う
も
の
は
、

さ
ぞ
か
し
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
ほ
く
ほ
く
線
の
宣
伝
と

一
体
と
な
っ
て
十
日
町
市
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
が

今
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
事
務
所
開
設
2
年
目
の

来
訪
者
は
、
東
京
圏
に
在
住
の
人

は
昨
年
度
と
同
様
の
1
0
0
人
程

度
で
す
が
、
全
体
で
は
、
四
割
減

の
2
2
0
人
程
度
の
見
込
み
で
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
が
開
所
1
年
目
と

い
う
こ
と
で
、
来
訪
者
が
多
か
っ
p

た
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

U
タ
ー
ン
相
談
や
地
元
か
ら
の
来

訪
者
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

ぜ
ひ
二
度
、
三
度
と
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地

元
で
も
一
層
の
宣
伝
を
お
願
い
し

ま
す
。
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
飛
込

み
の
お
客
さ
ん
も
み
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
雪
国
の
写
真
を
撮

り
た
い
…
な
ど
。
話
に
よ
っ
て
は
、

交
流
の
芽
と
し
て
育
て
た
い
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
が
交
流
都

市
と
し
て
の
意
識
や
、
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
足
元
を
し
っ
か
り
と
固
め

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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〈
ご
了
承
く
だ
さ
い
〉

　
　
　
市
役
所
で
は
機
構
改
革
に
伴
い
、
4
月
1
日
か
ら
市
民
課
が
市
民
生
活
課
に
、

　
　
保
健
衛
生
課
と
社
会
福
祉
事
務
所
が
一
つ
に
な
っ
て
健
康
福
祉
課
に
な
り
ま
す
。

　
　
ま
た
一
部
、
係
の
名
前
も
変
わ
り
ま
す
。
今
回
の
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

　
　
問
合
せ
先
を
新
課
・
係
の
名
称
で
掲
載
し
ま
し
た
。

20

歳
は
国
民
年
金
の

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

　
2
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
国

民
年
金
加
入
の
手
続
き
は
済
み
ま
し
た
か
。

国
民
年
金
に
は
、
2
0
歳
か
ら
6
0
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。
学
生
も
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
「
満

額
の
年
金
」
を
受
け
る
た
め
に
、
ま
た
病

気
や
け
が
な
ど
で
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
の
た
め
に
、
国
民
年
金
加
入
の
手

続
き
と
、
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
笏
就
職
し
た
ら
種
別
変
更
届

H
学
生
は
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
就
職
し
て

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
た
ら
、

第
2
号
被
保
険
者
と
な
り
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
を
怠
る
と
、
2
重
に
加
入

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
不
都
合
が
生

じ
ま
す
（
学
生
以
外
の
加
入
者
の
場
合
も

同
じ
で
す
）
。
届
け
出
に
は
年
金
手
帳
、
会

社
発
行
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑
等
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
笏
保
険
料
の
免
除
制
度

H
経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
未
納
に
し
て
お
く
の
が
一

番
不
利
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
免

除
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
学
生
の
場

合
は
、
免
除
申
請
書
に
在
学
証
明
書
、
親

元
の
所
得
証
明
書
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
笏
口
座
振
替
が
便
利
で
す
H
口

座
振
替
は
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
毎
年

自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
毎
月
の

納
め
る
手
間
が
は
ぶ
け
る
だ
け
で
な
く
納

め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
、

あ
な
た
の
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
や

郵
便
局
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
年
金
手
帳
や
納
付
書
、
預
金
通
帳
、

貯
金
通
帳
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
老
後
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
万
一
の
と
き
も
安
心
で
き

る
備
え
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
納
め
る

保
険
料
は
、
あ
な
た
自
身
の
将
来
を
支
え

ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
笏
問

合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

4
月
1
1
日
囲
は
老
齢

福
祉
年
金
の
支
払
い
日

　
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
4
月
n
日

樹
か
ら
市
内
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。

年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
ら
老
齢
福
祉
年

金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
先

は
年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
郵
便
局
で
す
。

証
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
8
月
に
支
払
わ

れ
る
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
纏
受
け
取
る
人
1
1
本
人
ま
た

は
代
理
人
傷
持
参
す
る
物
H
①
老
齢
福
祉

年
金
証
書
②
証
書
に
押
し
て
あ
る
印
鑑
⑫

そ
の
他
H
4
月
n
日
に
都
合
の
つ
か
な
い

人
は
、
1
4
日
～
1
8
日
の
間
に
受
け
取
り
、

年
金
証
書
と
印
鑑
を
持
参
し
て
市
民
生
活

課
国
民
年
金
係
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。
霧

間
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

提
出
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
料
申
告
書

　
国
民
健
康
保
険
料
（
以
下
、
保
険
料
）

を
適
正
に
計
算
す
る
た
め
に
、
加
入
者
全

員
の
平
成
8
年
中
の
所
得
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
加
入
世
帯

の
世
帯
主
か
ら
「
国
民
健
康
保
険
料
申
告

書
」
（
以
下
、
申
告
書
・
市
民
生
活
課
国
保

係
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
料

は
所
得
に
応
じ
て
、
3
段
階
の
割
合
で
均

等
割
・
平
等
割
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
こ
れ
に
は
所
得
の
有
無
に
関
係

な
く
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
な
お
、

土
地
建
物
等
の
譲
渡
所
得
は
、
住
民
税
で

は
特
別
控
除
が
あ
り
課
税
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
保
険
料
は
特
別
控
除
を

適
用
し
な
い
で
計
算
し
ま
す
。
譲
渡
所
得

の
あ
っ
た
人
で
税
申
告
し
て
い
な
い
人
も

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
笏
提
出

不
用
の
世
帯
主
H
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
員
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
申
告
書
の
提
出
は
不

要
で
す
。
①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人
②
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
し
た
人

③
給
与
・
公
的
年
金
収
入
の
み
の
人
籔
保

険
料
が
減
額
さ
れ
る
世
帯
H
世
帯
主
と
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
員
の

所
得
の
合
計
額
で
判
定
。
▼
7
割
軽
減
対

象
世
帯
〈
3
3
万
円
以
下
の
世
帯
〉
▼
5
割

軽
減
対
象
世
帯
〈
2
4
万
円
×
（
世
帯
主
を

除
く
加
入
者
数
）
＋
3
3
万
円
以
下
の
世
帯
〉

▼
2
割
軽
減
対
象
世
帯
〈
34
万
円
×
（
国

民
健
康
保
険
加
入
者
数
）
＋
3
3
万
円
以
下

の
世
帯
〉
纏
持
参
す
る
物
H
①
印
鑑
②
平

成
8
年
中
の
収
入
を
証
明
で
き
る
書
類
⑫

提
出
先
・
間
合
せ
H
4
月
1
8
日
働
ま
で
に

市
民
生
活
課
国
保
係

遠
隔
地
保
険
証

　
　
　
　
　
　
交
付
し
ま
す

　
学
生
と
し
て
県
外
な
ど
で
家
族
と
離
れ

て
住
む
場
合
、
も
う
一
枚
保
険
証
が
発
行

さ
れ
ま
す
。
保
険
証
、
印
鑑
、
在
学
証
明

書
（
ま
た
は
学
生
証
の
コ
ピ
ー
）
を
持
参

の
う
え
市
民
生
活
課
国
保
係
の
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
御
陣
荘
利
用
料
金
改
定

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
御
陣
荘
（
津
南
町
）
の
利
用
料
金
が
、
4
月
1
日
か
ら
5
％

程
度
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

鯵
休
息
料
金
（
地
域
内
居
住
者
）

匿
　
　
欝

終
　
圏

昼
　
　
闘

夜
　
闘

燃
撚
慧

一
　
圏

講
　
圏

湘
歳
以
墨
藻
が
鐵
俸

障
密
暑
拳
嬢
駈
持
養

4
3
0
円

　
（
2
0
円
）

2
7
0
円

　
（
1
0
円
）

1
7
0
円

　
（
1
0
円
）

2
2
0
円

　
（
1
0
円
）

1
1
0
円

　
（
1
0
円
）

犬
　
　
　
太

（
囎
学
盤
以
墨
）

6
5
0
円

　
（
3
0
円
）

4
3
0
円

　
（
2
0
円
）

2
7
0
円

　
（
1
0
円
）

3
3
0
円

　
（
2
0
円
）

2
2
0
円

　
（
1
0
円
）

子
　
　
　
傑

　
く
3
歳
以
雌
）

4
3
0
円

　
（
2
0
円
）

2
7
0
円

　
（
1
0
円
）

1
7
0
円

　
（
1
0
円
）

2
2
0
円

　
（
1
0
円
）

1
1
0
円

　
（
1
0
円
）

（
）
内
は
引
上
げ
料
金

米
穀
販
売
業
の
登
録
受
け
付
け

　
平
成
7
年
n
月
に
施
行
さ
れ
た
「
主

要
食
料
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
9
年
度
の
米
穀

販
売
業
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

笏
受
付
期
問
H
4
月
1
日
㈹
～
3
0
日
㈱

笏
受
付
場
所
H
新
潟
県
魚
沼
農
政
事
務

所
（
北
魚
沼
郡
小
出
町
大
字
大
塚
新
田

91

－
4
）
笏
手
数
料
目
1
店
舗
9
千
円

（
以
降
1
店
舗
増
す
ご
と
に
5
千
円
加

算
・
新
潟
県
収
入
証
紙
で
）
傷
そ
の
他

“
計
画
流
通
米
を
店
舗
で
販
売
す
る
場

合
は
登
録
が
必
要
で
す
。
計
画
外
流
通

米
の
み
を
扱
う
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
⑫
問
合
せ
H
新
潟
県
魚
沼
農
政
事

務
所
経
済
課
（
智
0
2
5
7
9
1
2
f

4
2
1
1
）

26



　
市
で
は
、
『
課
税
明
細
書
』
を
お
送
り
し
、

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の
内
訳
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
『
課
税
明
細
書
』

は
、
平
成
9
年
1
月
1
日
現
在
で
、
す
べ

て
の
課
税
資
産
を
納
税
義
務
者
ご
と
に
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
お
送
り
す
る
時

期
は
、
5
月
中
旬
、
第
1
期
固
定
資
産
税

の
納
入
通
知
書
と
同
封
し
ま
す
。
屈
き
ま

し
た
ら
ご
自
分
の
課
税
内
容
を
確
認
し
、

内
容
が
異
な
る
と
き
は
、
「
課
税
明
細
書
」

「
違
い
が
分
か
る
書
類
」
「
印
鑑
」
等
を
持

参
し
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

「
課
税
明
細
書
」
の
記
載
内
容

霧
所
有
者
名
義
人
H
土
地
建
物
登
記
簿
や

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
氏
名
へ
法
人
名
で
す
。

※
次
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
全
く
関
係
な
い
『
課
税
明
細
書
』
が
送

　
ら
れ
た
。

②
相
続
・
売
買
等
に
よ
り
所
有
権
移
転
登

　
記
し
た
物
件
や
、
全
く
関
係
の
な
い
物

　
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

霧
納
税
義
務
者
H
所
有
者
名
義
人
が
、
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
が
、
死
亡
・
解
散

　
（
法
人
の
場
合
）
等
に
よ
り
現
存
し
て
い

な
い
場
合
は
、
相
続
人
・
継
承
者
な
ど
現

実
の
所
有
者
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

※
次
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
死
亡
者
・
解
散
し
た
法
人
ま
た
は
、
誤

っ
た
人
が
納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
『
届
け
出
』
が
必
要
で
す
。

霧
納
税
管
理
人
ま
た
は
代
表
者
等
H
納
税

義
務
者
が
市
外
在
住
だ
っ
た
り
共
有
資
産

の
場
合
、
そ
の
人
に
代
わ
っ
て
納
税
し
て

い
た
だ
く
人
で
す
。
新
た
に
指
定
ま
た
は

変
更
し
た
い
場
合
は
税
務
課
へ
「
届
け
出
」

を
し
て
く
だ
さ
い
。

霧
土
地
に
つ
い
て
H
所
在
地
・
現
況
地
目
・

登
記
地
積
・
住
宅
用
地
の
区
分
・
所
有
者

名
義
人
の
順
序
で
表
示
し
ま
す
。

◆
所
在
地
に
は
、
大
字
・
小
字
・
地
番
を

　
記
載
。

◆
現
況
地
目
に
は
、
登
記
地
目
に
関
係
な

　
く
実
際
利
用
し
て
い
る
状
況
の
地
目
で

　
す
。

◆
登
記
地
積
欄
に
つ
い
て
は
、
実
面
積
で

　
な
く
、
登
記
さ
れ
た
地
積
に
よ
る
た
め
、

　
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
住
宅
用
地
の
区
分
は
、
住
宅
用
ま
た
は

　
店
舗
工
場
な
ど
非
住
宅
用
に
分
け
て
あ

　
り
ま
す
。

◆
所
有
者
名
義
人
欄
は
、
土
地
の
所
有
者

　
名
ご
と
に
分
け
て
記
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
一
地
番
が
2
件
以
上
あ
る
場

合
は
、
異
な
る
地
目
に
分
け
て
利
用
さ
れ

て
い
る
土
地
で
す
。
利
用
内
容
に
相
違
が

あ
る
と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

霧
家
屋
に
つ
い
て
判
所
在
地
・
家
屋
の
種

類
・
建
築
構
造
建
築
年
・
現
況
床
面
積
・

所
有
者
名
義
人
を
記
載
し
ま
す
。

◆
所
在
地
の
内
容
は
大
字
・
地
番
の
順
で

　
す
。

◆
家
屋
の
種
類
は
、
居
宅
・
附
属
家
・
店

　
舗
・
工
場
な
ど
。
建
築
構
造
は
木
造
ま

　
た
は
、
鉄
骨
造
な
ど
非
木
造
の
区
分
。

◆
建
築
年
は
、
主
に
そ
の
建
物
が
建
て
ら

　
れ
た
年
で
す
。
そ
の
後
、
増
築
し
た
場

　
合
で
も
、
当
初
の
建
築
年
が
記
載
し
て

　
あ
り
ま
す
。

◆
現
況
床
面
積
欄
は
、
家
屋
評
価
で
の
実

　
測
面
積
の
た
め
登
記
面
積
と
一
致
し
な

　
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
増
築
等
し

　
た
場
合
、
そ
の
面
積
は
当
初
建
築
面
積

　
と
合
算
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
所
有
者
名
義
人
は
土
地
と
同
じ
く
、
建

　
物
の
所
有
者
ご
と
に
記
載
し
ま
す
。
な

　
お
、
既
に
取
り
壊
し
、
現
存
し
な
い
家

　
屋
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
『
家
屋

　
の
除
却
屈
け
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
用
紙
は
資
産
税
係
に
あ
り
ま
す
。

変
更
と
訂
正
は

　
土
地
・
家
屋
と
も
に
、
記
載
内
容
に
違

い
が
あ
る
場
合
、
登
記
権
利
済
証
等
判
別

で
き
る
書
類
を
持
参
し
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
内
容
に
よ
り
、
後
日
、
現
地

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
の
事
項

　
『
課
税
明
細
書
』
は
、
1
筆
1
棟
ご
と
、

及
び
納
税
義
務
者
単
位
に
、
メ
ー
ル
シ
ー

ラ
で
発
行
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
筆
数
・

棟
数
の
多
い
場
合
は
数
通
に
な
る
人
も
あ

り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　水道・下水道使用料金の改正

　～4月分から消費税が3％から5％に～

　4月から消費税が5％に引き上げられます。これに

伴い、水道・下水道使用料金を消費税5％に引き上げ

て納付してもらうことになりました。ご協力ください。

勿水道使用料金（上水道・簡易水道）

6月請求（4・5月使用分）　　　13mm35m3使用の場合

基本料金 水量料金 消費税 使用料金

改正前 2，780円 2，700円 164円 5，644円

改正後 2，780円 2，700円 274円 5，754円

勿下水道使用料金（下水道・集落排水）

7月請求（4・5月使用分）　　　　　35m3汚水量の場合

基本料金 汚水料使用料 消費税 使用料金

改正前 2，900円 2，400円 159円 5，459円

改正後 2，900円 2，400円 265円 5，565円

　こ協力ください「緑の募金」　　・．；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　4月1日から「緑の募金」が実施されます。市　〆　　z、

内小・中学校の児童・生徒による募金活動や嘱　国士緑化キヤンベーン

託員さんを通じて各家庭にお願いする家庭募金などが行われ、

集まった募金は学校・公園などの緑化に役立てられます。昨年

は市内で約150万円、県内で7，600万円の募金が寄せられました。

　　　　　平成8年度県内実績　　　　　　今年も市民の皆様
　縫雛修瀬1勝象1堀％　　　欝癖醜馨磐，，，％のご協力をお願巨し

ます。

※平成8年度の市内

　の「緑の募金記念

植樹実績」は、箇

所数で10か所（市

　内小・中学校）、本

数で94本（サクラ、

　ナナカマドなど）

　になっています。

国土緑化推進機構
交付金1．4％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公園公共施設緑化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85か所（1，740本）
　　　　　　　　緑の羽根記念植樹　　　　　　　　13．7％
　　　　　　　　379カ・所（2，888本）

　　　　　　　　　　18、2％　　　　　　　　　　　　　緑の
　　　　　　　　　　　　　　　　竃箔　　　，藩…　　少年団の育成

　　　　　　　　　　　　　　　　　意壽、鎌…　　　48団9．2％
県・地方　　　　　　　　　　　　　　　　　智
　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　ま植樹祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
7か所2．9％　　　　　　　　　　　　　　　　　緑化推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務管理費、
　　　　　　　　　　緑の羽根　　　　　　　　会議費、負担金、
　　　　　　　　　　　募金資材　　　　　　　　予備費等
　　　　　　　　　　　玉0・4％　　　　　　ユ8．6％
　　　　　　　　　　　　　　　奉仕団体
　　　　　　　　　　　　　　　募金推進費
　　　　　　　　　　　　　　　　9、0％

　　　褒賞費、講習会、研修会

　　　緑化相談員事業、緑化苗木市等2．6％　　普及宣伝啓発費3．3％
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　4月11日働

②交通事故相談　　　　4月14日（月）

③巡回内職相談　　　　4月18日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

職
時
市
者
曜
時
高
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

回
前
場
年
週
前
場
律
月
月
後
場
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

4月10日㈲　高橋信行弁護士

4月24日㈲大塚勝弁護士
午後1時30分～4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ予約してくだ

さい。

か
け
ま
せ
ん
か

十
高
吹
奏
楽
部
演
奏
会

霧
日
時
H
4
月
1
3
日
㈲
午
後
2
時
～
（
1

時
3
0
分
開
場
）
影
場
所
H
市
民
会
館
ホ
ー

ル
霧
入
場
料
H
無
料
霧
曲
目
H
呪
文
と
踊

り
、
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
序
曲
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

フ
ァ
ン
テ
ィ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ほ
か
霧
間
合

せ
目
県
立
十
日
町
高
等
学
校
（
盈
5

2
1
3

5
7
5
）

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

笏
日
時
0
4
月
3
日
㈲
・
1
7
日
㈲
午
前
9

時
～
11
時
3
0
分
笏
場
所
口
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
笏
入
場
料
H
無
料
霧
間
合
せ
ロ
健
康

福
祉
課
福
祉
係

き
も
の
総
合
求
評
会

　
恒
例
の
十
日
町
き
も
の
総
合
求
評
会
が

4
月
9
日
㈱
～
1
3
日
㈲
の
間
開
催
さ
れ
ま

す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

笏
日
時
H
（
一
般
公
開
）
1
2
日
㈹
・
1
3
日

㈲
午
前
1
0
時
～
5
時
（
た
だ
し
、
1
3
日
は

午
後
3
時
ま
で
）
笏
場
所
判
総
合
体
育
館

霧
入
場
料
H
無
料
笏
問
合
せ
H
十
日
町
織

物
工
業
協
同
組
合
（
智
5
7
－
9
1
1
1
）

◆
心
の
健
康
相
談
　
笏
日
時
U
4
月
2
2
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日

町
保
健
所
笏
担
当
医
H
山
下
医
師
（
中
条

病
院
）
笏
間
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
智

57
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
健

康
増
進
係

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
H
4
月
1
8
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
ほ
十
日
町

保
健
所
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
ま
た

は
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

◆
春
季
火
災
予
防
運
動
　
笏
標
語
H
「
ひ

と
り
よ
り
　
家
族
で
確
認
　
火
の
用
心
」

笏
期
間
H
4
月
1
日
㈹
～
7
日
㈲
笏
火
の

用
心
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
H
①
家
の
ま
わ
り

に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
②
寝
た

ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
③

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離

れ
な
い
④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
⑥
電
気
器
具
は
正
し
く

使
い
、
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
⑦
ス
ト
ー

ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

◆
ほ
く
ほ
く
線
開
業
記
念
テ
レ
カ
、
好
評

に
つ
き
追
加
販
売
　
限
定
2
百
枚
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
早
目
に

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
勿
販
売
所
H
商

工
観
光
課
観
光
係
（
費
52
－
5
5
6
9
）

◆
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
お
早
目

に
　
平
成
9
年
度
の
労
働
保
険
料
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
の
申
告
納
付
期
限
は

5
月
2
0
日
㈹
で
す
。
期
限
内
に
正
し
く
申

告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
労
働

保
険
事
務
組
合
に
事
務
を
委
託
し
て
い
る

事
業
主
の
方
は
、
組
合
が
指
定
す
る
日
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
笏
問
合

　
　
　
寳

　
　
　
雛

　
　
　
　
趣

　
　
瀞
櫓

灘
、
醗

鞭菊

　
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業
を
記
念
し
て
、
市
や
北
越
急
行
開
業
準
備
会
で
は

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま

す
。〈
N
H
K
ラ
ジ
オ
〉

　
　
ふ
る
さ
と
自
慢
・
う
た
自
慢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
開
録
音
入
場
者
募
集

■
日
時
　
4
月
1
8
日
樹
午
後
6
時
～
8
時

■
場
所
　
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル

■
ゲ
ス
ト
　
小
林
幸
子
・
吉
幾
三

■
申
込
方
法
　
4
月
6
日
㈲
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ
（
1
枚
1
人
）
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
、
返
信
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
自
分
の
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
、
〒
胴
新
潟
市
川
岸
町
1
－
4
9

N
H
K
「
ふ
る
さ
と
自
慢
」
係
へ
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

〈
小
沢
昭
一
講
演
会
〉
　
～
明
日
の
こ
こ
ろ
～

■
日
時
　
4
月
2
6
日
出
午
後
2
時
～
（
1
時
3
0
分
開
場
）

■
場
所
　
上
越
文
化
会
館
（
上
越
市
）

■
入
場
予
定
　
千
5
百
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
入
場
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
入
場
整
理
券
が
必
要
）

■
応
募
方
法
　
4
月
1
4
日
㈲
必
着
で
、

齢
・
入
場
希
望
人
数
（
4
人
ま
で
）
、

所
・
氏
名
を
明
記
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
返
信
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
自
分
の
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
越
急
行
開
業
準
備
会
・
小
沢
昭
一
講
演
会
係

（
〒
蜘
新
潟
市
新
光
町
4
－
1
新
潟
県
交
通
資
源
対
策
課
）
へ
。
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せ
“
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
智
5
7
i
2

4
0
7
）

◆
新
規
学
校
卒
業
者
求
人
受
理
説
明
会

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
で
は
、
新
規
学

校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
求
人
受
理
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
来
春
の
新
卒
の
採
用

を
予
定
し
て
い
る
事
業
所
は
ご
出
席
く
だ

さ
い
。
修
日
時
判
4
月
1
7
日
㈲
午
後
1
時

30
分
～
笏
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
（
中
ホ
ー
ル
）

膨
問
合
せ
目
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

◆
自
動
車
安
全
情
報
の
提
供
　
運
輸
省
と

認
可
法
人
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
自
動
車
安
全
情
報
」
と
い
う
小
冊
子

を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
に
は
、
自
動

車
の
購
入
や
使
用
時
の
参
考
に
な
る
よ
う

に
①
市
販
の
国
産
・
輸
入
乗
用
車
の
エ
ア

バ
ッ
グ
、
サ
イ
ド
エ
ア
バ
ッ
グ
、
ア
ン
チ

ロ
ッ
ク
・
ブ
レ
ー
キ
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

安
全
装
置
の
整
備
状
況
②
安
全
装
置
の
正

し
い
使
い
方
③
国
内
メ
ー
カ
ー
8
社
1
7
車

種
、
外
国
メ
ー
カ
ー
1
社
1
車
種
の
ブ
レ

ー
キ
性
能
と
前
面
衝
突
安
全
性
能
の
比
較

試
験
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
笏
入

手
方
法
H
長
岡
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

（
智
0
2
5
8
1
2
2
1
1
1
3
1
）

　
　
　
鐡
灘
縣
灘
縣

◆
青
年
海
外
協
力
隊
募
集
説
明
会

所場　時日笏笏
間
合
せ
H
県
庁
企
画
調
整
部
国
際
交
流

課
（
智
幡
i
獅
1
5
5
1
1
・
内
線
2
2

1
5
）

◆
第
1
0
回
全
国
健
康
福
祉
山
形
大
会
「
小

学
生
作
文
・
絵
、
長
寿
社
会
・
私
の
主
張

募
集
」
　
の
小
学
生
作
文
の
部
H
①
テ
ー

マ
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

②
縦
書
き
で
㎜
字
詰
原
稿
用
紙
3
枚
以
内

③
原
稿
用
紙
に
表
紙
を
付
け
、
表
題
、
氏

名
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
載
の
こ
と
笏
小
学
生
絵
の
部
”

①
テ
ー
マ
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
②
画
用
紙
四
つ
切
り
（
脚
㎜
×

謝
㎜
）
③
画
用
紙
の
裏
に
表
題
、
氏
名
、

性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学

年
を
記
載
の
こ
と
※
作
文
、
絵
と
も
、
4

月
現
在
小
学
校
に
在
籍
の
児
童
に
限
る

笏
長
寿
社
会
・
私
の
主
張
H
①
テ
ー
マ
は

私
の
主
張
、
表
題
は
自
由
②
縦
書
き
で
姻

字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
以
内
③
原
稿
用
紙
に

表
紙
を
付
け
、
表
題
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
住
所
、
電
話
番
号
、
現
在
の
職
業
ま
た

は
前
職
歴
を
記
載
の
こ
と
⑫
応
募
資
格
H

4煮8
御
18二30～
　20二30

万代市民会館
　　　（新潟市東万代町9－1）

4／24
㈱
18＝30～
　20二30

長岡商工会議所
　　（長岡市坂之上町2－1－1）

5／7

㈱
18二30～
　20二30

柏崎勤労者青少年ホーム
　　　　（柏崎市諏訪町6－6）

5麺
（呂）

14＝30～

　16二30
佐渡島開発総合センター
　　（両津市大字湊198番地）

5／12
㈱
18二30～

　20二30
万代市民会館
　　　（新潟市東万代町9－1）

5／20
㈹
18＝30～
　20二30

リージョンプラザ上越
　（上越市大字下門前446－2）

昭
和
1
3
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

笏
募
集
期
間
H
5
月
1
6
日
働
ま
で
勿
問
合

せ
H
働
新
潟
県
長
寿
社
会
振
興
財
団
（
〒

蜘
新
潟
市
上
所
2
－
2
－
2
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
3
階
智
伽
－
獅
ー
1
4
0
0
）

加
し
ま
せ
ん
か

灘
縣
や
さ
し
い

　
　
イ
タ
リ
ア
会
話
教
室

霧
日
時
U
月
2
回
、
第
1
・
3
金
曜
日
を

予
定
（
4
月
1
8
日
働
開
講
日
）
午
後
7
時

～
9
時
霧
場
所
目
公
民
館
本
館
（
学
習
室
）

霧
講
師
H
當
重
茜
さ
ん
霧
入
講
料
H
年
額

千
5
百
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）
霧
申
込

み
”
申
込
書
（
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）
を

記
入
し
、
連
絡
用
ハ
ガ
キ
ー
1
枚
と
入
講
料

を
添
え
て
公
民
館
本
館
（
盈
5
7
－
5
0
1

1
）自
然
に
親
し
む

　
　
　
　
親
子
の
つ
ど
い

霧
日
時
H
4
月
2
6
日
㈹
∵
2
7
日
㈲
（
1
泊

2
日
）
霧
場
所
H
新
潟
県
少
年
自
然
の
家

雛
対
象
H
小
・
中
学
生
と
そ
の
親
霧
定
員

掴
㎜
人
（
先
着
順
）
纏
参
加
費
0
3
千
円

獲
持
ち
物
H
運
動
ぐ
つ
（
内
ば
き
用
）
、
着

替
え
、
洗
面
用
具
、
軍
手
、
雨
具
、
保
険

証
、
筆
記
用
具
ほ
か
雛
申
込
み
1
1
4
月
7

日
㈲
～
1
5
日
㈹
ま
で
の
間
に
、
新
潟
県
少

年
自
然
の
家
（
〒
鰯
－
2
6
北
蒲
原
郡
中
条

町
大
字
乙
字
大
日
裏
智
0
2
5
4
1
4
6
1

2
2
2
4
）

⑳

短
期
入
所
に
つ
い
て

　
　
　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
短
期
入
所
は
、

お
年
寄
り
を
介
護
す
る
人
が
、
病

気
や
事
故
、
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
、

介
護
疲
れ
等
で
介
護
が
で
き
な
い

場
合
に
、
老
人
ホ
ー
ム
が
介
護
者

に
代
わ
っ
て
お
世
話
す
る
も
の
で

す
。
　
冬
期
間
は
特
に
利
用
が
多
く
、

ほ
と
ん
ど
満
床
に
近
い
利
用
率
と

な
り
、
介
護
者
や
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
短
期
入
所
の
期
間
は
7
日
以
内

で
す
が
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
介
護
を
す
る
人
が
過
労
と
心
労

で
倒
れ
る
例
も
あ
り
、
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
三
本
柱
の
一
つ
で
あ

る
短
期
入
所
を
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
、

上
手
に
利
用
し
て
、
介
護
者
の
健

康
管
理
に
努
め
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
対
象
施
設
、
利
用
料
、
手
続
き

等
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
い
ず

れ
も
総
合
登
録
（
市
社
会
福
祉
事

務
所
）
が
必
要
で
す
。

①
三
好
園
H
対
象
者
は
、
ね
た
き
り

　
　
ち
ほ
う

　
や
痴
呆
の
方
で
、
利
用
料
は
1

　
日
当
た
り
2
、
1
4
0
円
で
す
。

　
手
続
き
は
三
好
園
へ
直
接
申
し

　
込
み
ま
す
が
、
利
用
券
は
市
社

　
会
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

②
妻
有
荘
H
対
象
者
は
、
一
人
で

　
用
の
足
り
る
方
で
、
利
用
料
は

　
1
日
1
、
6
5
0
円
で
す
。
手
続

　
き
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
　
（
4
月
1
日
以
降
は
健
康
福
祉

　
課
）
盈
5
7
－
3
1
1
1

・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
三
好
園

　
　
（
下
条
中
央
通
り
）
費
5
6
r
2

　
1
3
4

・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ま
り
の

　
里
（
幸
町
）
智
5
8
1
2
0
5
0
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え
ぶ
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

霧
日
時
目
4
月
8
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
3
0
分
雛
場
所
1
1
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
（
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
）

霧
内
容
目
春
の
お
も
て
な
し
料
理
雛
参
加

費
H
5
百
円
纏
定
員
H
1
5
人
（
先
着
順
）

籔
そ
の
他
判
エ
プ
ロ
ン
持
参
の
こ
と
雛
申

込
み
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
お
客

様
セ
ン
タ
ー
（
盈
5
2
1
3
1
0
7
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
第
1
0
回
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
〉

勿
日
時
H
4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
・
雨

天
決
行
）
笏
参
加
資
格
H
年
齢
・
性
別
は

問
わ
ず
健
康
な
人
笏
そ
の
他
H
①
A
・
B
・

C
コ
ー
ス
の
参
加
者
の
荷
物
は
、
ゴ
ー
ル

に
運
搬
し
ま
す
。
混
乱
を
防
ぐ
た
め
荷
札

を
用
意
し
ま
す
。
②
ゴ
ー
ル
後
入
浴
希
望

者
に
は
、
入
浴
券
（
有
料
2
百
円
）
を
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
。
③
A
・
B
・
C
の
出
発
時

間
に
合
わ
せ
、
臨
時
バ
ス
を
運
行
（
有
料
）

場ラプンサ谷千外ノス一コ全はル一ゴ（笏コース及び出発時刻

麹一ス 顕離 畿　発　場　駈 愛付蒔闘 韻発時刻 望勃購闘

《 52km 津南町役場前 5＝00～5二30 6二〇〇

18：00まで臼 42km 中里村田沢小学校グラウンド 6＝00～6＝30 7二〇〇

c 25km 川西町総合体育館前 9二〇〇～9二30 10＝00
灘ミ》一 12km 小千谷市民体育館前 9：00～9二30 10二〇〇 15二〇〇まで

笏参加費

戴鞠・cコース ヲア翻ヲー翔一ス

爽　　戴 1，500円（当日参加2，000円） 1，000円（当日参加1，500円）

メ麟講学盤 1，000円（当日参加1，500円）
500円（当日参加1，000円）
　　　　　　　　　　触叢就禦兇 500円（当日参加1，000円）

笏
申
込
み
H
4
月
1
5
日
㈹
ま
で
に
申
込
書

（
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
）
を
記
入
し
、

参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
（
費
5

2
1

4
3
7
7
）

〈
総
合
体
育
館
の
利
用
制
限
〉
　
4
月
6

日
㈲
～
1
4
日
㈲
ま
で
の
問
、
十
日
町
織
物

総
合
求
評
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
ア
リ

ー
ナ
及
び
武
道
館
の
剣
道
・
柔
道
・
空
手

道
場
の
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。
窃
問
合
せ
H
総
合
体
育
館

〈
体
育
施
設
の
年
間
利
用
券
ご
利
用
く
だ

さ
い
〉
　
4
月
1
日
㈹
か
ら
、
年
間
券
を

団
体
で
購
入
さ
れ
る
人
は
、
3
月
2
5
日
㈹

か
ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
年
間

券
は
、
4
月
1
日
に
現
金
と
引
き
換
え
に

な
り
ま
す
。
の
問
合
せ
U
総
合
体
育
館

〈
十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
〉

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
楽
し
く
、

気
軽
に
体
を
動
か
し
た
い
！
と
い
う
人
を

大
募
集
し
て
い
ま
す
。
週
1
回
、
2
時
間
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
。
鯵
日

時
H
毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
纏
場

所
H
市
民
体
育
館
籔
持
ち
物
H
動
き
や
す

い
服
、
上
覆
き
笏
申
込
み
H
田
口
静
江
（
高

田
町
1
智
52
1
2
6
8
3
）

新入学（園）児童を

　　交通事故から守りましょう。

〔運動のスローガン〕

　交通ルール　親がお手本　防ぐ事故
〔運動の重点〕

　高齢者と子供の交通事故防止

　シートベルトの着用の徹底

）累計、
（2月中の交通事故発生状況

年 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
9年 13（25） 13（27） 1（2）

8年 9（24） 9（27） 1（1）

※各家庭では、「交通ルール」と「安全な行

動」を幼児期からしっかりと身につけさ

　せましょう。

※これからは、自転車を利用する人が増加

　します。自転車利用者はマナーをしっか

　りと守り、安全運転に心がけましょう。

ド甥
薦
・
9

璽繭

7
＼

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
科
学
②

　
さ
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い

て
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
た
く
さ
ん

あ
り
、
ど
れ
を
読
ん
で
参
考
に
し

た
ら
よ
い
か
迷
っ
て
し
ま
い
そ
う

で
す
。
図
1
に
よ
く
い
わ
れ
て
い

る
「
正
し
い
歩
き
方
」
を
示
し
て

お
き
ま
す
。

　
大
き
く
分
け
て
2
種
類
の
歩
き

方
が
あ
り
、
腕
を
伸
ば
し
て
大
き

く
振
る
の
が
『
ス
ト
ラ
イ
ド
型
』
、

ひ
じ
を
曲
げ
て
早
い
テ
ン
ポ
で
振

る
の
が
『
ピ
ッ
チ
型
』
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
伸
び
伸
び
と
大
股
で

歩
く
の
か
、
急
ぎ
足
で
サ
ッ
サ
と

歩
く
の
か
の
違
い
で
す
。
マ
ラ
ソ

ン
の
世
界
で
も
こ
の
2
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
好
み
の
問
題
と
考
え

て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
図
の
よ
う
な
「
正
し
い
」
歩
き

方
が
で
き
れ
ば
そ
れ
に
こ
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
歩
行
フ
ォ

ー
ム
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、
歩
く

の
が
苦
痛
に
な
っ
て
は
元
も
子
も

あ
り
ま
せ
ん
。
多
少
悪
い
と
こ
ろ
、

・
が
あ
っ
て
も
歩
け
ば
運
動
不
足
を

解
消
で
き
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
も
増

大
し
体
調
は
高
ま
り
、
よ
い
こ
ζ

は
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

最
近
の
研
究
で
は
あ
ま
り
良
く
な

い
フ
ォ
ー
ム
で
歩
い
て
い
る
人
も
、

歩
く
こ
と
が
習
慣
化
す
る
こ
と
で

不
自
然
な
歩
き
方
か
ら
抜
け
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
た
く
さ
ん

歩
け
ば
自
然
に
正
し
い
歩
行
フ
ォ

ー
ム
が
身
に
つ
い
て
く
る
の
で
す
。

　
あ
ま
り
考
え
込
む
こ
と
な
く
、

楽
し
く
習
慣
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
さ
に
「
継
続
は
力
な
り
」
、

で
す
！

頭はまっすぐ1こ図

保っ　　　1

【
正
し
い
歩
行
フ
ォ
ー
ム
】

難1襖
封劇創背スジ

胸を張るく璽

…
羅
齢
蕊

背スジを伸ばす

醗

．
、
拶
　

　
　
”
”
醐

かかとから着地し、つま先に抜けるように歩く

身長一100cm

身長一90cm
準
歩
標
速

歩　幅

30
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か
む
こ
と
と

　
　
　
　
　
「
が
ん
」
予
防

　
今
日
、
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
は
「
が
ん
」

で
す
。

　
が
ん
の
原
因
の
7
割
は
、
食
事
と
喫
煙

に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
が

ん
の
原
因
物
質
は
き
わ
め
て
た
く
さ
ん
の

食
品
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
す
べ

て
を
取
り
除
く
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　
体
内
に
発
が
ん
物
質
を
取
り
入
れ
て
い

る
の
に
、
ど
う
し
て
が
ん
が
発
生
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
唾
液
の
活
躍
の

お
か
げ
な
の
で
す
。
実
験
に
よ
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
発
が
ん
物
質
を
3
0
秒
間
唾
液
に

浸
す
だ
け
で
、
が
ん
を
発
生
さ
せ
る
能
力

を
ほ
と
ん
ど
消
し
去
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
よ
く
か
ん
で
食
品
を
細
か

く
砕
き
、
唾
液
と
十
分
に
混
ぜ
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
が
ん
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
容

易
に
な
り
ま
す
。

40

歳
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
ロ
の
健
康

　
歯
を
失
う
原
因
の
多
く
は
、
む
し
歯
と

歯
周
病
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
4
0

歳
以
上
で
は
歯
周
病
に
よ
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　
歯
周
病
は
、
強
い
痛
み
を
生
ず
る
こ
と

も
な
く
進
行
し
て
し
ま
い
、
気
が
付
い
た

と
き
に
は
、
か
な
り
ひ
ど
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
場
合
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　
悪
く
な
ら
な
い
う
ち
に
ま
ず
自
己
チ
ェ

ツ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
は

①
歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
血
が
出
ま
せ
ん
か
。

②
口
の
中
が
ネ
バ
つ
い
た
り
、
口
臭
が
あ

　
り
ま
せ
ん
か
。

③
歯
が
ぐ
ら
つ
い
た
り
、
食
べ
も
の
が
は

　
さ
ま
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

④
歯
が
し
み
た
り
、
の
び
た
感
じ
が
し
ま

　
せ
ん
か
。

　
以
上
の
症
状
が
出
て
い
る
人
は
今
す
ぐ

に
、
ま
だ
出
て
い
な
い
人
も
で
き
る
だ
け

早
く
健
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

甲4月の休日救急医

川西町診療所　（川西町）盈68－2034

上村病院（中里村）一盈63－2111

医院，（神明町）暦52－3269

病院（北原）奮57－3018

医院（袋町中）鱈52－2174

㈲
町
村
㈲
田
条
㈲
口
㈲
藤
南
㈹
口

日
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
日
　
　
　
日

6
　
　
1
3
富
中
2
0
山
2
7

第二藤巻医院（川西町）盈68－2018

津南病院（津南町）盈65－3161
29日（火）みどりの日

山口医院（下条中央通り）暦55－2003

むし歯のないよい歯の子
　2月の3歳児健診を受けた子34人

者
　
　
成
司
哉
之
天
夫
郎

護
昇
勉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良

保
　
　
康
祐
秀
広
道
利
一

　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　

　
　
　
ラ

　
ー
南
3
2
2
東
2
南

舗
蕪
講
蒲
瀦
翻

　
／
曳
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
樹
砺
尋
紀
菜
ろ
き
樹
脚
大
子
鋼
友
械
萌

子
の
和
ち
千
友
香
ひ
糖
佳
雰

歯
　
　
　
美
　
　
ち
　
　
　
梨

凝
山
田
林
瓶
木
部
又
内
沢
内

　
村
吉
小
二
熊
阿
勝
竹
宮
山

4月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

16日
体）

午後1時10分

　～1時45分

5年10月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

10日
休）

午後1時10分

　～1時45分

7年10月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

23日
（水）

午後1時10分

　～1時30分

8年12月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
15日
（幻

午前9時30分

～10時15分

6年10月

生まれの幼児

10か月児
身体測定

22日
（火）

8年6月
生まれの乳児

麟編劉

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セットを健康福祉課に取りに来てください。

※平成5年11月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。5月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、4月15
　日を過ぎても届かない人‘よ健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

4月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 7・14・21・28醐） 午前9時～11時30分
新座コミュニティセンター

8日（幻

午前9時～11時30分
大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

17日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽 根　川 十

1士

18日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

25日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

※平成9年4月から下条地区も1会場増設しました。ぜ
　ひご利用ください。

※問合せ二健康福祉課健康増進係

4月の献血車
◆受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆全血献血　4日⑨ぐ午前）十日町砂利㈱

　　　　　　　　　（午後）宇都宮製作所㈱

　　　　　　6日（日）（終日）ライオンドー

　　　　　23日㈱（午前）睦織物㈱

　　　　　　　　　（午後）総合体育館

◆成分献血　7日（月）（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

37平成9年3月25日号
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　インノヂェンツォ11世（1611～1689）はコモの貴族の生

まれで、コモ人として唯一ローマ法王になった人です。亡

くなってからはカトリック聖（神様）になりました。

　昨1996年5月、教王ヨハネ・パオロ2世（ローマ法王）

がコモを訪問される際に、ファミリア・コマスカ協会（十

日町市と姉妹都市交流を進めている民間団体）は、インノ

チェンツォ11世のブロンズ記念碑を昼夜見ることができる

ようにと、製作者と協力してイタリア電力公社にライティ

ング設備を取り付けてもらいました。こうして、真っ暗な

夜でも光線に光り輝くようになり、道ゆく人の現在地点の

目印になるばかりでなく、カトリック信者に道徳心を思い

記念碑のフレート「コモ市へ・フ

ァミリア・コマスカの贈物」

起こさせる役目も持つようになりました。

　記念碑はファミリア・コマスカ協会の発案で、多くのコ

モ市民から浄財を集めて1993年に造られたもので、同名の

インノチェンツォ通りの高い建物の壁に取り付けられてい

ます。製作者はエリ・リバというコモの彫刻家で、小さな

礼拝堂の壁に掛けられ、訪れる人を温かく見守る神様とい

うイメージで造り上げられています。

　　　　　　　　　　〈ロザーリア・マルケースィ記＞

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。

What　time　is　it…？

　　　　　　総合マクト
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スクールNOW

郷土の自然や文化を学ぶ
生産的な勤労体験活動から

　　　　飛渡第二小学校

　　　　枯木又分校
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　自然豊かな環境に恵まれた地域にある飛

渡第二小学校では、地域の自然や人々との

ふれあいを通して、ふるさとを愛する心が

育つことを願い、地域と一体となった活動

に取り組んでいます。

　　〈先生はおじいさんとおばあさん〉

　今年度は、低学年はさつまいも作り、中

学年はそば作り、高学年は米作りと本校・

分校合同学習に取り組んできました。活動

の講師は地域のお年寄りです。

　特に中学年は、そば作りという新しい試

みに挑戦しました。講師の人たちには、種

まき、刈り取り、脱穀、そばうちと実際の

活動に参加していただきながら教えていた

だきました。子供たちにとって、そばの種＝

実であること、そしてたった1粒の種（実）

からたくさんの実（種）がとれることなど

いくつもの発見がありました。

　また、子供たちは講師の人たちと『そば

うちをして食べよう』という共通の目標を

もって活動し、達成できたことで地域との

一体感を作りました。

リヒうぎ煉7衿斡躯・一。

　
数
千
年
に
一
度
、
我
々
の
前
に
姿
を
現
す

へ
ー
ル
・
ボ
ッ
プ
彗
星
が
地
球
に
最
接
近
し

た
の
が
3
月
2
2
日
。
奇
し
く
も
同
日
、
地
域

の
悲
願
だ
っ
た
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
業
し

ま
し
た
。
新
し
い
鉄
道
の
開
業
も
、
何
百
年

何
千
年
に
一
度
と
い
う
数
少
な
い
出
来
事

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
に
、
こ
の
地
で
、

微
力
で
す
が
開
業
に
関
す
る
仕
事
が
で
き
た

こ
と
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
こ
の
鉄
道
が
十
日

町
に
新
し
い
風
を
送
り
込
ん
で
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
日
～
2
3
日
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ

た
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
は
、
記
事
に
も
掲
載
し
た

よ
う
に
華
々
し
い
も
の
で
し
た
。
開
業
日
に

は
、
個
人
的
に
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
開
通
を

脳
裏
に
焼
き
付
け
よ
う
と
、
六
日
町
発
午
前

5
時
4
0
分
の
直
江
津
行
き
普
通
電
車
を
自

宅
近
く
の
新
座
駅
で
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
ま
し

た
。
さ
て
、
開
業
イ
ベ
ン
ト
も
終
了
し
、
よ

う
や
く
土
・
日
が
休
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
レ
ー
ル
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
ど
ん

ど
ん
と
列
車
を
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
子
供
た
ち
と
の
約
束
、
直
江
津

の
水
族
館
へ
出
か
け
る
ぞ
。
　
　
　
　
㊧

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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